
間3-10-1肝 炎に感染していることを知つた当時の気持ち―その他

たまたま行つた人間ドックで分かり、使用時から13年も経つていたので、こんなことがあるんだとびっくりしまし
た。ただ、吐き気や倦怠感を感 じることが今まであったので、それが肝炎のせいだろうと分かり、少 し気持ちが楽
になりました。元自血病患者としては、まだ病院と縁が切れないんだなと思いました。

l退院 しても、10年後、20年後に慢性になり、肝癌になつていきます。必ず年 2、 3回 検査をして下さい」と病院
の先生に言われました。このウィルスが身体にある以上、いつか身体の中で暴れだし、肝癌で死ぬんだと、日の前
が真つ暗でした。辛かったのは、子供の年と自分の命の長さが、反比例していくことでした。子供には絶対に感染
させてはいけないと、心に刻みました。世間にも絶対に知られないようにと思い、後ろ向きな′さで、家の中は暗
かつたです。

、肝癌その他が急激なスピー ドで進行中であり、その治療を早 に してほ しい。時間がないのである。

肝炎に対する知識が乏しかったから、本を読み勉強した。И
した。

一生抱える病と覚悟 し、うまく付き合つていこうと、

の会な どが主催す る講演会にできるだけ参加

自分と家族に言い開かせた。医学は日進月歩。いずれ
良い治療薬ができると思つた。

ので、マラソンをパタッとやめた。

頭の所に、 「血液Jと 書いてあったので、血液の病気なのだと、何となく分かつたためです。あの時の気持ちは、
相当酷かったです。

息子が高 1で 、娘が 5才 (保育園)。 借家住まい、貯金なし。働きたいのにできなくなるなど、お金のないのが辛
かつたです。入院 している時、シーツに少 し血液が付くと、見舞いに来てくれた人に感染ると思い、看護師に何度
も取 り換えてもらつていました。何故こんなことになつたのか、原因が分からないから怖かつた。ベ ッドの足元や

いつそ、国が殺 して 々ある。それができないのな
してもらい、国民全員でこの苦痛を分かち合えればと、考えたことも多々ある。

2子 出産後の発病だったため、途方に暮れた。あの当時のことは、もう思い出したくないほど辛いことだった。

被害を受けたショックよりも、この先この病気とどのように向き合つて生きていくか、生まれたばかりの息子と家
族にとって、何がベス トなのか、しっかり考えなければという気持ちが、とても強かったように思います。もちろ
ん、不安や恐れでいっぱいの時もありましたが、 「負けたくない」 「病気にも、弱い自分にも負けたくない」 「病
気では死なない、寿命で死ぬのだからJと 、自分に言い聞かせていました。

4 Y r * 7 - E > t z したが、その時は元の体に戻つたかと思いますが、数年後に、又、数値が上がり
療。10年、20年と年数が長くなると、進行も早くなると言われました。今後、再発しないかと不安な日々 を送つて
います。
。子供達が小さかったので、死んで下 い と思 つた。 して死ねない。
。離婚 した
肝炎を発生 してからまる22年が過ぎ、当時の気持ちはきっとこうだったと思 う。

からの十分な説明がなかったため、この先身体がどのように変化するのか、 であ り、毎 日の生
活も落ち込んでいました。家庭内が、暗くなつておりました。

して子供ができてから、月干炎が分かつたので、どうやつて家族を養つていこうか悩んだ。

才で出産 して、当時の辛い気持ちが答えをはっきりできず、アンケー トの回答の訂正が多くなつてしまった。

D辛 さは、自分がだらしないからだと情けなかった。 しかも、夢であつた職場を去らなければならない程、
がだるかったのは、薬害、血液製剤であったと知った時は、無念の一言だった。

T百丁戸な薫百しないようにセープして生活してきたので、やり残した事がいっぱしち るように思う。やりたかつ
た事、身体優先のため、あきらめた。子育ても精一杯できず、子供にとても可哀相な思いをさせたことへの、責念
の気持ちがずっと心に残 つている。

、自血病だったので、更にC型 肝炎になったことで、本当に生きて家に帰れるか不安になつた。
~~~

らめ
~~~~~― ―一―――――一―
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出産時の出血で肝炎になつてしまつたため、その時生まれた子供が、 lマ マが病気になつたのは私のせい ?」 と湛
きそうな顔で聞いてきて、 「違 うよ。その時の治療のせいだから、○○ちゃんのせいじゃないよ。元気に育つてく
れて嬉 しいんだよ」と言つて、抱きあつて泣きました。その時私は、絶対に肝炎では死なない (死ねない)と 思い
ました。肝炎が原因で死んだら、この子が自分のせいでママが死んだと自分を責めてしまう。絶対に、そんなこと
を思わせてはいけないと思いました。

になつたことで、

平成22年 1月 には83才。高齢者ですが、あと2、 3年 は頑張 りたい と思います。

いていたように思い が不安にな り、子供 も産めないの

はないかと、とても不安になつたことを思い出しました。

を患つた時期から、回復の方向に進んでいても、10年間は 3ヶ 月おきに月干機能検査を行って
6ヶ 月おきになり、2000年からは 1年 おきに検査を行つている。検査結果を聞きに行くのが怖 くて、不安がいつぱ
いである。
その当時は、それほど重大な病気 とは思つてお りませんでした。

4才 で感染が分かり、子供には病気の説明はしてこなかつた。ただ、自分の血液は自分で始末するようにとだけ
は、十分話 してきた。歯プラシ、針、カミソリ、鼻血など。中学 1年 の終わりから1年 間治療 し、以後、ウィルス

(―)で 経過が良く、部活動もできるようになつてきた。本人は今のところ、深刻に考えていない。今は、
で余裕がないようです。

どうして !私 が何かした ? 結果の通知の宛て名を何度も確認 したが、私の住所 と名前に間違いなかつた。主人
勉強 しようともしなかつた。一緒に生活する上では、いろいろ意見の違いが出てきはC型 肝炎の知識が全くなく、

た。
子供を死産 した後、その状況から自分が立ち直ることと、上の子供 (2才 )の 世話で、ほとんど余裕がありません
でした。また 2年 後には、次の子供を出産 しましたので、本当に多忙な日々だつたと思います。私が肝炎で気持ち
沈ヽんでしまったのは、平成 9年 。落ち着いていた血液検査の結果が悪化し、再度検査を受け、その際、C型 肝炎

と診断された時です。それまでは、 「もしかしたら ・・・」と思いながら、他の原因で一時的に肝機能が落ちただ
けだと、自分をごまかしていました。色々な情報で、C型 肝炎は深刻な病気ということは知っていましたので、自

がそういう病気だということを受け入れるのが、とても辛かつたです。又、平成元年に次の子供にも恵まれまし
たので、その子供に感染 したのではないかという不安がありました。そのため、診断を受けた後は不眠気味とな
り、 2年 程神経内科を受診 していました。その間は将来の不安で、絶望するこもありました。若い頃、看護させて
いただいた肝ガンの患者さんが思い出されて、仕方がありませんでした。肝臓破裂で腹部に血液が溜まり、亡くな
られた方。肝性脳症で、夜中に突然書道をしていた優 しい患者さん。静脈瘤破裂で長期入院されていた方等、本当
に壮絶な闘病でしたので、友人とは、 「肝炎だけにはならないようにしないとね」と話 していま した。その方達と
自分が重なり、自分から逃げ出したくなる時もありました。主人と相談し、子供には18才になったら (高校卒業)
話 して、検査を受けてもらおうということに決めました。そ して、2008年2月 、大学受験を終えた子供に話 しまし
た。薬害月干炎の原告の方々が、国と和解 した直後でしたので、子供も、月干炎の事を少 しは理解 していたようで、泣
きながら話を聞いてくれました。夏休みに検査をして、ウィルスは陰性とうことが分かり、家族皆で喜びました。
今は何かにつけ、相談に乗つてくれ、励ましてもくれています。

取 り敢えずは、母なし子にならなくて良かつたと思いました。
か、学校に入るまで 。・・等々、常に死と隣り合わせでした。

ただ、日が経つ うちに、子供が歩くまで`
生きていたい と思いま した。

のために、 7ヶ 月入院 しました。死ぬに死ねない。子供達のことを思 うと、入院中も泣いてばか りの日々でし

当時、長女 2才 、生まれたばか りの子を残 し、

迷惑をかけました。

長期入院 していま した。今思い出すだけでも辛いです。身内に

発病以来約27年間、月1回の割合で通院、検査。薬は毎日飲んでおり、             れ 、天院
を勧められましたが、費用等の問題があり、食事療法とか漢方の針に通つたりして、何とかGOT等の値が100以下に
なり、現在も通院 してお ります。

とてもショックで、希望がなくなり、死んでしまいたいと何度も思いました。 しかし、2人 の子供のために、20
までは必死でやつてきました。今は、 2人 とも23才、28才になり、子供達の事は、少 しホッとしています。

当時の国の責任者も同じ苦しみを味わってほしい。

、肝ガンになって死んで しま うんだと、日の前が真 つ黒にな り、病気 と闘 う気力がなかったです。

スL。
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、知つてか ら治療 を して、ウィルスが検出されなくなつた期間の中で、
で回答しました。知った当時だと、肝炎についての知識が少ないのて、ここに挙げている気持ちのほとんどが、考
えてはいませんでした。

肝炎の事は、まだよく分かつてい
たので、外へ連れ出してやれず、

ると思つてい

不憫に思いました。当時は、肝炎という病気でも、
持つていませんで した。

ただ、子供が 3才 と小さかつ

人に話すことに後ろめたさは

見かけは元気そ うに見えるので、 できない !」 と家族に言われたりした。三度と治らないと知 り、入
院中から夫と不仲になり、自営業も廃業。それまでやつていた茶道教室、ピアノ教室も病気が治る保障もないので
やめたり、他にも着付け、華道もしていて、一部資格を取得 しておりました。書道も、あと7年 位で教室を開ける
ところまできていたので、思い出すと、今でも悔 しさが込み上げてきます。私達夫婦と子供の道も断たれた悔 しさ
は、想像を超えます。夫とは、急性肝炎発症から1年 で離婚 しました。

出産して lヶ月検診で、数値が上がっていることが分かり、即入院でした。 で、ベッドに横になつている
ことしかできなくて、ひとりで涙がこばれていました。産科の病棟に入院 したので、同じ病室の人達は、赤ちゃん
におつぱいをあげたり、うれ しそ うにしているのに、私はなんで?と いう気持ちでいつぱいでした。

一番辛かつた
のは、母乳を飲ませてあげられないことで、母乳は出るのに、冷や してわざと止めなくてはいけないことでした。
主人、家族の人達、実家にも子供はお世話になり、迷惑をかけて申し訳なかつたです。

lT炎と聞かされても恐ろしい病だとは、何も知らなかつフ
核、エイズ、ハンセン病と、我が世代は聞かされていた。
こしたということに、怒 りを覚える。

こ。両親は血圧が高 く、血圧の心配、又、伝染病として結
大変な病気を引き起ずいぶん誤つた伝え方を国民にし、

について理解 していなかつ んになるのではと、落ち込んだ時もあつ

どのくらいあるのか不安であり、

当時は、月干炎という病気がどんな
子育てに夢中になり、

かつたと思 う。とにかく、何とかして治 りたいと
生き甲斐にもなり、励みになりました。主人も理解思つた。ただ、子供が小さかったので、

があり、家事など助けてくれました。

lヶ 月日の出来事だつたので、上の子供と3人 で死にたくなりました。

母子感染 している可能性が強いので、
査を受けることが言えないでいる。

安事になつていると、新聞、テレビ報道で知 りました。どう動けばいいのか分からず、たまた
町に肝臓の専門の先生が赴任 してきて、色々相談 しま した。 1ケ 所では納得できず、隣の県に行き検査をして、同
じ結果でしたので、近くで治療を始めようと決めました。子供も1才 半でしたので手もかかり、自分の体の事が不
安で一杯でした。インターフェロンも試験段階で、未知のものである (試験的にやつていた方もいました)。 専門
の先生がいた事は、とても心強かつたです。何でも話をすることができたこと、幸せに思います (今はご病気で亡
くなりました)。

を初めて知った時は、この先 どうなるの の気持 ちでいつぱいで した。

肝炎に感染したと知って、本人はもちろん、周 りの人 (夫、夫の実家、親戚)全 員から、もう死ぬのではないかと
思われ、それからずつと、 「体の弱い人」というレッテルを貼られている。 自身は、肝臓の勉強をしたりして前向
きに考え、生きてきました。周 りの人々からの変な目線や考えに、何もかも嫌になったが、離婚をしても、自分 1
人では生きていけないと考えて、嫌いな人々の中にいて、耐えるだけの今までの人生でした。肝炎=耐 えるです。

に感染 して しまった人は、 自分の事だけではなく、子供の問題 もあるので、
大変だと思います。人生で一番幸せな時期が、一変 して絶望的になるのですから、それを受け入れて前向きに生き
ていくには、本当に大変なことでした。ただ、私が一番恐れていたのは、その事の実質を子供が知 り、罪悪感を持
つことだけは、あってはならないと、いつでも明るく、息子を授かつた喜びや幸せだけを話 してきました。

うしてこんなに体調の悪い毎日が続くのだろう?ど うしてこんな病気になつてしまったのだろう?自分が不摂`
をして病気になったのならば仕方がないが、何も悪いこともしていないのにと、悩みました。この当時は、まだ治
る病気だと思つていました。

出産後の突然の入院であり、慢性化すると治らないと医師に言われ、絶望した。

ガンにだけはなりたくなかったので、47才になつたら死ぬつもりでした。そのつもりで、警察に調べられてもいい
ように、エコーに書いた。そうしたら、怒られた。今は笑い話だけれど、あの時は真剣だつた。
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で しまいたい と思 つたのは、IFNとい う辛い

家族のお荷物になるだけではないかと考えました。

に対する知識が何もなく、無知そのものであっ

々思い、表現できないくらいでした。幼い我が子の では死ねないとの思いと、自分自身の心は
い底のない沼に沈められたような、重いうつの時間が増えて、明るく振る舞 うほど、孤独感でいつぱいでした。

感染から13年経過 して告げられましたが (2000年)、 高額な治療費と副作用が厳 しい治療′
いことが悲しかつた。週 2～ 3回 の強ミノの注射は、2年間続けたが、あまり効果はなく、

、諦めなければならな
血小板が減少 した。病

気に対する焦 りと不安が、いつもつきまとい、何かでごまかしていたように思 う。

肝炎になつたことを考えて くよくよ しても、仕方のない事です し、 の事は考えないよ うに、
身体をいたわりながら、毎 日を過ごしていきたいと思つています。

てほしいと思つた。

になつてしまつたと、悩みに悩んだ。人に とい う事 と、 5～ 10年で肝硬変になると本に
いてあり、恐ろしくなつた。 3人 の子供をおいて死ぬことはできないと思つたが ・・・。フィプリノゲンではない
と思つていたし、ましてや、その事さえ知らずにいた。当時は、人に感染する病気イコール死と考えてお り、怖
かつたし、大変な病気になつたと、どうしようと考えた。

出産直後に体調不良で入院。肝炎 と診断されt半 年近く入院。母乳を与えていたので、
治療。 2才 の長男もいたが、家族バラバラな生活が始まる。病気の不安と同時に、精神的にもすごく落ち込み、
りの人々にも負担をかけ、申し訳なく思つた。子供にも淋しい思いをさせ、この頃はとても辛かつた。

全てが肝炎に振 り回されているようだつた。保存血 1パ ックの輸血で感染 したと1
消えることだけを考え、ウィルスが消えたら、元の元気な体になると思つていた。

つていたので、ただウィルスが
小さかつた子供達が、私の体調

をいつも心配 している姿が、余計に辛い気持ちだった。

生まれたばかりの娘を残 し (2才 の息子も)、 2つ の病院に」
りました。36年前で、C型 肝炎 としいう病名もなく、慢性肝炎、

り返 しました。職場復帰するまで 2年 かか

血が原因だと思い、薬害である認識は全くありませんでした。
非Att B型肝炎と言われていました。出産の際の輸
思い出すのも辛い。思い出したくない何年間です。

まさか治 らない病気だ とは思わなかつた。

感染 していることを知つた当時は、家事や子育てに一生懸命で、病気の事を詳 しく知ろうとも思わなかつたし、
に至る恐ろしい病気であるとは知 りませんでした。病気になつた本人の気持ちは、他人には分からないと思いま
す。インターフェロンの副l作用はとても辛かつたけれど、その幸さも健康な人には分からないことです。家族のた
めに、妻、母としてのやるべき事を毎日、時には無理もしたと思いますが、やって来られたかなと思います。

に感染 しているのを知つたのは、22年も前のことで、記憶が多少ゆるくなつていた ったが、ア ンケー

卜を書いていくうちに、いろいろ思い出して、書き直してしまつた。出産 lヶ 月ちょっとで急性肝炎で入院とな
り、それから6～ 7ヶ 月の長期入院 !結婚 して10年目で授かつた娘ともlヶ 月で離ればなれで、毎日病院のベ ッド
で泣いていたように思 う。子供にお乳をあげた記憶もなければ、抱つこしたりおんぶしたりもしていない、悲 しい
母親であるというトラウマがある。

ンターフェロンがどのくらい効くのか ?こ の先の肝ガンヘの心配、再発への心配。

肝硬変、肝ガンにもなつたが、見た目がどこが悪いの ?と いう感 じです。軽い買い物袋ひ つて帰 る時、その

時は十分持てたつもりが、夜になると足がつり、死にものぐるいで、夜中によく悲鳴をあげているのが辛いです。
10分位でおさまる時はいいのですが、痛み止めや湿布等をしても、4～ 5時 間つつたままの時は、本当に死ぬ思い
で辛いです。当時は、お酒も飲めない私が何で肝炎になったのかと、信 じられない思いと同時に、幼子 3人 を育て
ながら、生活のため仕事と育児で忙 しすぎて、医師から肝炎のことを聞き、どうしたらいいか死にたい気持ちにな
りました。体が思 うようにいかず、辛かつたです。

まだ独身だったので子供のいる今とは違い、守るものがない上、仕事上死とは背中合わせだと感じることもあつた
ので、病気になつたこと、それにより死ぬかもしれないことなどへの恐れよりも、なぜ肝炎やエイズの恐れのある
薬剤が安易に使われたのかということへの怒 りの方が強かった。入院中の入院費も、なぜ、病院でうつった病気な
のに私が負担するのか、納得がいかなかつた。主治医はお見舞いの花を持つてきたが、ピン トがはずれていると、
腹が立った。主治医の上司は、血液製剤で感染したとは限らないとわざわざ言いに来て、私を怒らせた。24才の若
い娘だからバカにしていると思つた。父が医師ではなく、皆知らない人達ならば、訴えたかった。その病院の院長
夫人は、 「●●●●●●●はきつい仕事だから、辞めるのも潮時でしょう」と言つた。すべて忘れられません。父
が医師で尊敬 してきたので、日本の医療のお粗末さに初めて気付かされ、医療の質とは医療に携わる人、 1人 1人
の人間としての質も間われていると思いました。
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で、急性肝炎が分かりすぐ入院。 lヶ 月の子を親に頼み半月入院。い
下が り (100台)退 院 したものの、疲れやすく、十分子供の世話ができなかつたことが悔しかつた。母乳から子供に
感染するかもと言われすぐ中止。母乳でヾ健康な子供に育てたいという願いは断ち切られる。以後、強制的に母乳
を止めたのが原因かどうか分からないが、乳腺症になり、平成19年には乳ガンが見つかり手術。抗ガン剤、放射線
治療をし、今はホルモン剤服用。その副作用なのか不眠,ホ ットフラッシュ、気分の落ち込み、関節痛に悩まされ
る。今は肝炎の数値は一応落ち着いていますが、20年過ぎた頃から悪くなるとも聞きます。これからどうなるの
か、乳ガンを含めとても不安に思い、日々生活しています。

け、その時に使用されたフィプリノゲン。20年経つた今も病気の怖さから逃げられません。定期的に行う
腹部エコーウィルス検査。病院と縁が切れません。肝臓ガンというレールの上に乗つています。インターフェロン
治療と副作用と高額医療で、決心がつかない現状です。現在の医学で、安心して受けられる治療を望みます。薬害
が繰 り返されない国づくりと、インターフェロン治療費の助成額、期間について、前向きに進んでいただきたい。

当時はウルソの増減、強ミノと、 上がらないよう、治療に先生を信じて、時間ができると体を休めるよう心
掛けて、運動量も減少させていました。

結婚後、初めて授かった第 1子 流産の際、DICを起こして、 「命 と引き替えの輸血です。肝炎発症の可
すが、了承してもらえますね」と主治医に言われ、輸血して一命をとりとめました。その後肝機能が500～と高し
値に。強 ミノの点滴投与を受け続け正常値に。止めると1,000～まで数値ははね上がり、又点滴 ・・・を何度も繰 り
返し、入院は7ヶ 月に及びました。それまで、風邪など寝たら治る病気 しか知らなかつた私は、治らない病気を受
け入れることができず、投げや りな気持ちになつたこともありま した。退院後も近くの病院へ通院 し、点滴投与を

ましたが、数値は100よ り下がらず、医師に 「治らない病気なんだから、この程度」と言われた時が、一番
ショックでした。兵庫医大では 「いくらでも治療方法がある」と言つていただき、希望を持つことができました。
そこで、以前通院 していた病院で使われていた点滴が、ミノファーゲンではなく、ノイファーゲンであったため、
FF機能がおさえられなかった事を知 らされ、通院 していた期間が無駄であつたと悔やまれました。又、何度も確認
したのに、 「強 ミノと一緒や」と断言 し、ノイファーゲンを使用 していた医師に対 して、怒 りさえ覚えました。

ξに感染したのは26年前。お産の (輸血)後 lヶ月後に黄疸と全身倦怠感の症状が出たので、産院で検診。00T、
が2,000程度あり、劇症肝炎でした。その後3ヶ月近く入院。その時は肝炎の恐ろしさを全然理解していません

でした。その後、新聞やテレビ報道で、この病気の恐ろしさを知 りました。近くの病院では、そのうちいい薬が出
ますよと言 う先生の話で、あまりこの病気の事は気にしていませんでした。

まれて 3年 後にはもうC型 肝炎 (感染)だ つたので、普通`
つてしまい、後が疲れる。 「もとの体を返してほしい」の、

体力がどれくらいなのか分からないので、つい頑
もとの体が私にはないので、辛く思 うことがありま

。ありました。

げ られた時は、何故私が ・・・?ど うして ?と い う気持 ちで信 じられませんで した。昨年の 1月 までは、
自分は輸血による感染だと思い込んでいましたが、血液製剤による訴訟ならば、もしかして私もそうかと思い、駄
目でもともとで手術 した病院に行き、カルテが残つていたのでびっくりしました。

ご働けていることに、感謝 しています。病気のために、仕事をなくしたらどうし ことは多々あ り
すが、働かせていただけて感謝しています。埼玉にいたことがありますが、歯科の先生に治療を断られた時は、悲
しかったです。

私がインフーフェ百ンを始めた頃は、3人に1人の割合でしか効果がないと言われました。でも、先生の に

治る薬ができる」という言葉に、全く不安はありませんでした。 1本 目のインターフェロン後、あまりの苦しさに
帰 りたい気持ちでしたが、絶対に治るという言葉を信 じて、乗 り切ることができました。医者は技術だけでは

ないと痛感 しました。私は、その先生と出会えたことによつて、勇気をもつて病気と付き合 うことができました。

戻否で匠しい。命の短さに辛い思いである。毎日毎日 て生 きてい くことの苦痛^国 に られ

た と思った。子供に移植 を願い出ま したが断 られ、妹 (本人)も 苦 しんでいた。子供 との移植問題。互いに苦 しむ
と思 う。 もう少 し国の力がほ しい と思います。死を待つだけです。医師か らも話があ り、子供 も自分が原因である
ことを知っている。

であると知った時は、子供を死産 し、その上三度 と子供の産めない体になり、そのことの方カ にとつ
てはショックで、肝炎に感染 していることなど、どうでもいい気持ちでした。

護 百覆薩藻動丁〒雪F蕊需 紀曇雪言gtT合』欺
このJよいずれの同こに最後まで自力ひ

のことでの相談相手は、感染してから1人 もいない。 自分の人生を、もとの体を返してほしい。

当時は:葬 五扉百ど下丁荷更が多F万面5な い病気だということで、不安でしょうがなかった。何をどう治療すればい
いのか、どんな事に気を付ければいいのか。ただ、高カロリー、安静、点滴と言われ、本当にこんな事で治るのか
分からなかった。
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もう24年 も前のことですが、 かったので、入院費や普通に
しても、検査代もバカになりませんでした。インターフェロンも当時は保険が利かなかったので、 1回 3万 円×週
3回 ×月 4回 ×6ヶ 月のお金はなく、あきらめていました。保険が利 くようになつたと友人から聞き、平成13年に
治療 しましたg医 療費の自己負担の軽減や、所得によつてですが、自己負担なしにしてほしいです。

これまで人に迷惑かけることなく、真面目に生きてきたのに、どうしてという思いでした。それと同時に、家族の

誰でもなく、まだ自分でよかつたと自分を納得させる思いでした。経済的不安もあり、すぐにインターフェロン治
療など、考えることもできなかつた。

当時は死の恐怖 (劇症肝炎)も ありました。子供も小さく、母として妻として嫁として、何にも役に立てない自分
を責めて、イライラする毎日でした。けれど、夫の優 しさや子供の笑顔、周 りの協力のお陰で、徐々に元気になり
ました。当時は、検査数値にも一喜一憂 して、先の見えない治療に苛立ちもありました。誠意ある医師に出会 う
と、涙していました。

自分自身が若かつたし、子育て真つ最中だつたので、病気の数字のことよりも、必死で生きていたこ

これまで18年間、とても疲れやすく、いつも体がだるくt家 電

いたのは、そ うではなく肝炎に感染 していたせいだと思つた。
分で怠け者だ と思い込

よく夫婦喧嘩もした。時間を返 してほしい。

感染を知つた時、肝炎から肝がんになると言われ、あと何年生きられるんだろうかと絶望したが、他の病院で天寿
をまっとうされている方もおられます し、悪くなるまでに、まだC型 肝炎が分かつてから日が浅いので、良い薬が
できるかもしれませんからねと言つていただき、心が楽になりました。

C型 肝炎になる前は、人 との付 き合い つヽたが、インターフェロンを打ち治療 し、なぜかそれか ら

力が落ち、元気に生活している方が羨ましかったです。お産の時に大量出血 し、生命が助かつただけでもいいと思
わなければと、当時は思い、頑張つてインターフェロン治療を続けました。毎回高熱が出てとてもつらかつたけれ
ど、当時の会社 と家族に支えられて、頑張れました。専業主婦だったら、治療できませんでした (高額)。

インターネットや本で病気の事を調べたりすると、つらい気持ちになつた。自分には、 「きたない血」が流れてい
ると思つて、落ち込むこともあつた。 1人 目の出産の時の感染なので、2人 目の子供に感染していたらという不安
があった。

ここ数年肝炎の治療 を していないので、はつき りしたことは分か りませんが、気持ちはゆらいでいる。

ルパンチで、本 当に希望を失いま した。 にな ったのが

原因ですが、仕事も十分にできず、疲れるのです。そして体が痒い。医者からも十分注意するよう言われ、ビクビ
クハラハラの状態でした。現在も不安です。肝炎になつた時、風呂の制限があり苦痛でした。肝臓で約 1年 程、心
臓手術 した病院に入院 しました。入院中、展望が全くなくて、七転八倒でありました。医者から感染を伝えられた
時は、本当に絶望的で した。心臓を助けられて、こんな事を言 うのも申し訳ないのですが ・・・。

生 と高校生で した。ただ、子供のために、子供は中学生 と高校生で した。ただ、子供のために何 としても生きなければ と思いま し

(特に主人)に 守られて、頑張つています。感謝 しています。

肝炎がある自分とない自分を比べることはできないので、現在の自分を丸ごと受け入れて、生きていこうと思つて
います。疲れたら休む。ただジーッとして休養することで少し元気がでてきたら、動き出すようにしています。自
分の気持ちを上げることを大切にして、モチベーションを下げるようなことは、考えないようにしている。

い くら完全に治つた としても、身体の中にウィルスが100%い なく
数値が発症前より高いので不安です。

なると| せ ん。 に

せんと言われますが、

体調に変わりはなかつたが、検査fL●は高値を示 していて、自分の知らないところで病気
毎日、 「自分があと数ヶ月の命 しかない」とい う夢を見た。

ん進んでいき、
んで しま うんだと思つた。

今は心配 して くれ る主人がいて心強いが、 1人 になった ら心細い。又、主人 も体の不調がよくでるので、とて

1子 を出産 したばかりで、どうやつて生きていつて良いか、強く不安に思つた。でも、やらなきゃいけないこと
がいっぱいで、その気持 ちが強かつた。

医から、放つておけば慢性肝炎、肝硬変、肝臓ガンと進行 していく病気だと言われ、怖かつた。
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ま自血病で亡くなつた娘の ドナーになるため、検査を受けました。検査の結果、医師から、 「お母さんはC
炎に感染 しているので、 ドナーにはなれません」。 とてもショックでした。その時は、自分の体より娘を助けてあ
げられない悔 しさでいっぱいでした。つらい治療にも弱音をはかず、一生懸命生きようとした娘は、H19年 1月 3
日21才で亡くなりました。悔 しい。 とても悔 しいです。許せない。

生後すぐの子供を抱いて、毎日点滴に病院に通い、その時肝臓がすごく腫れていて、血液検査でもすごく上昇 して
いて、よく歩いて帰れたと思つた。どうして肝炎なのか、子供は何とか健康に育てる事を一番に考え、自分の事は
後回しになった。出産後に体調を崩 したのかと考えたが、やはり、出産時にした点滴が頭にあつた。病院へ何回か
問い合わせた。苦痛を分かつてもらえず、辛い日々を送つた。 lヶ 月検診の時、出産時の病院へ行つた時に黄疸が
出ていて、小児科の先生がびっくりして、産科の先生に相談に走つて行つた。ますます病院に不信感を抱いた。生
活費、医療費と生活がきつい。

このまま病気が進行するのを待ちながら生活するのか?子 育てはできるのか?不 安でたまりませんで

とにかくショックだつた。手術の 1 ヶ月後に肝炎を発症 した。約 3年 間寝た り起 きた りの生活だつ

だつた。私も辛かつた。

に、長生きしたかった ら働 きに出ずに、なるべ くグー タラしていなさい と言われたので、子供達が小 さかっ
ので、無理をせず体調を気遣いながら、子供達が大きくなるのを見ようと思つた。

々な病歴があるので、質問にあてはまらないものがあります。 1人 の子供も失って、自分も肝炎になつてしまっ
て、何が言えますか。この質問は、原告にとつて失礼です。

われたが、 4ヶ 月過 ぎても退院でき から出ることができるのかと不安

出産時、出産時、胎盤剥離で、残念ながら子供は死産 して、母親 (私)も 相当危険な状態だつたと、聞かされてお りまし
た。その当時、肝炎の怖さは自分なりに知っていたつもりでしたが、ひきかえに命をいただいた事に対 して、犠牲
あつても命だったのかなと、仕方なく自分なりに納得 してお りました。

り、医者か らインターフェロンを しない と、後に 変にな り、その後は肝ガンに進行す る」
た時には、絶望的な気持ちになり、 「死」が常に頭から離れない日々でした。 しばらくは誰にも言えず、泣くこと
しかできなかつた。私なりに少しずつ本を読み、インターフェロンが全てではないと思 うようになったり、この病
気と仲良く生きていこうと思つたり、感情に波がありました。

にか く将来の不安が大きく、いつまで生 きられ るのか、ガンになるのでは ,・ 。と、いつ なし

を送っていた。せめて、子供が成人するまでは生きたいと思 うことが、生きる望みだつたと思 う。いつも検査数値
に一喜一憂しながらの生活は、苦痛そのものでした。

運良く (')急 性肝炎で発症していることが分かりました。当時、長男 (小学 1年生)、 二男 (生後 lヶ月)と 離
れて、入院生活をしていました。その時の色々な心配。義母や実姉に子供達の面倒をみてもらつていたが、父親と
子供達の関係も (躾を厳 しく言 う人だつたので)心 配で、居ても立っても居られぬ状態でした。

まだ1 、とても苦 しかつたです。

そ うですが、心もボロボロになつた時があります。みなさんもそうだと思います。何をするにも元気がなけれ
ばできません。子供の運動会には行けず、大人になつた子供に 「大人はうそつきだ。僕はそう思 う」と言われ、返

言葉もなく。私も一生後悔して生きることとなりました。

死への 子供がまだ小さかったので、将来への不安。ただただ泣くことしかできなかった。

それまで病気をしたことがなく、健康な体に産んでもらつた親に感謝 していたが、一生付き合つていかなければな
らない病気になり、病気が進行 してガンになるかも知れないと思 うと不安で、親に申し訳ない気持ちだつた。 3人
の子供のためにも治療をして、早く元気な身体を取り戻 したいと思 う反面、ほとんどが治らない病気と聞いて、悔
しく不安な思いだった。

どつちみち死ぬのに 。・・。一時は意欲がなくなつたことを思い出した。

ヨ蒔百蒋平唸翼壽所罰f扇巧
~て

T新米ママとして頑張るつもりが、退院後lヶ月入院。肝炎の病気がどんな病気か知
らず、すぐ帰宅できるものと思つていたが、数値がなかなか良くならず、子供にも会えず、何でこんなことになつ
たのか、何度も暗くなつてから泣いた。数ヶ月後、母が会いたいだろうと娘を連れてきてくれたが、この頃になる
と、うつる病気なのかも知れないと思い、すぐに娘を連れて帰つてもらつた。久 しぶ りに見る娘は、キャリーバッ
クいつばいに背が伸びていて、ビックリした。可愛い娘に何 もしてやれず、とてもつらかつた。

め晋蒔百「体調が変イビ百石不万百あて、特に感じなかった。ただ、病院に定期的に検査に行くのが、時間をとら
るのでいやだった。

65



子校ということで、お金もすご つヽてい

自分の事より、しなければならない事の方が多かつたように思います。

C型 肝炎だと言われてもピンとこない。今度は、病院で検査したら肝硬変。先生の話もよく聞こえず、何を言われ
ているのかすら覚えていなくて、家に帰るまでボーッと怖くて眠ることができず、あっちこっちの病院の先生に話
を聞いてもらい、やっと落ち着いた。 C型 肝炎の治療にインターフェロンがいいと病院に行つたけれ ど、私には無
理だと言われた。だから、治療 していません。

贅つた喜びもつかの間、 し、 5ヶ 月の入院生活を送 りま出産 し、親 となつた書びもつかの間、倅調を用 し、 5ヶ 月の人院生活を送 りました。主治医から告げられた病気の
事。特効薬もなく、確実に寿命は10年位縮まるであろうとの説明に、泣き崩れた時のことは、今でも忘れ られませ
ん。ベッドでの安静生活の中、考えるのは 「どうして?なんで?これからどうなるの?」 、そんな事ばかりでし
た。子供も抱けずに辛い日々でした。21年以上経つても昨日の事のように思い出される。思い出したくない出来事
です。

なつていたんだなと思つたが、親が肝炎になつていない事は、すごく嬉 しかつた。不安で仕方がなかったですが、
に、周 りが厳 しく、自分だけが不幸 じゃないし、一番苦しいのは母だと思つた。

のような細か は特になかつ
たと思 う。

11年前の出来事で、現在は完治 していますか ら、あてはま らない答 えが多 くな り
く、私の性格が明るいのが幸いしたと思つています。

10才の時にどう感 じていたか、正直覚えていません。ただ、 て、病院で検査を受けてい

・肝炎になつたのは悔しかつたが、私には子供が3人いる。なんとかして、子育てをしなければならないとい
持ちがあつた。
。話を聞いてくれる友がいたことが救いだつた

医療の進歩に大きく期待しています。インターフェロンもそのうち内服で済むようになれば、痛い思… て

して治らなかった時、自分にもしもの時に、子供の事が心配だった。

ての病院に行 く時、間診票にC型 肝炎 と記入するのがいやだ。特に歯科、外科。

。第 2子 、第 3子 をもう出産 していたので、子供に感染 していないか、とても不安だつた
。今後、病気が進行 し、家族にどの位迷惑や心配をかけるか不安だつた (体調や金銭面)。

ィルスが検出されなかつたので、 していて、普通の人 と変わ ら′

できるだけ進行を遅 らせて、少 しで も長生 きを したい。子供 もまだ結婚 していないので。

肝炎に感染 している疑いがあると知らされた時は、それほど深刻な病気であるとは思つていなかつたのですが、
疸が出たりして、苦痛な病気だと思いました。

大工という体を使 う仕事をしていたが、体を気づかうあまり、休みがちになつて しまった。忙 しくても体が思 うよ
うに動かず、仕事ができなくなる不安でいつぱいでした。

S月干炎になるとは夢にも思わず、ショックで夜も眠れない日々が続きました。まして家族 (嫁、孫達)に 理解
してもらえるのか、同居 したばか りだつたので不安で、今でも心配 しています。
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問3-10-2最 近数週間の気持ち一その他

職場の上司に、この病気の事を伝えてある人は何人かいる反 健康管理σE晋 あ万が変わるπぴπ丁面可五てτ雇
うのが辛い。誰も病気の事で 「辞めた方が ・・・Jと 言う人はいないが、本当にこの職場にいていいんだろうか?
自分から辞めるというのを、待つているんじゃないかと、時々不安に感 じる時がある。

元気で毎 日過 ごしたい。今、39 になつて 17 ていくこ
とが怖いです。

今はCO T、G P Tがいいので、少 し安
査 しかないので、いつまでもGO T、

している
CPTが いいように願います。

肝炎感染が判明した当時は、炎症の進行により、肝硬変、肝癌に移行するとしても、20年以上先の事だと思つてい
たが、既に27年が経過し、これから先どうなっていくのか心配です。エコー検査の度に、癌ができていないか ドキ
ドキしてしまう。身内に肝硬変から肝癌になって亡くなつた人が3名 いる。その亡くなり方を目にしているから、
余計に心配である。医療従事者でも、肝炎について正しい知識が徹底していないと感 じる。特に、歯科では必要以
上に、医師への感染を恐れられている気がする。

会社勤めもなくなつたので、今度は身体が悪くなつたら安心 して入院することにします。
ます。 とても嬉 しいです。いただけるよう努力 して下さつた方々に、感謝 しています。

し続けてきた国に対しての怒 りに、変化があるはずがない。

インターフェロン治療後、ウィルスが検出されず、半年に1回 程度の検査のため、今は前向きに病気と付きあって

インターフェロンの
つか再発するのではないかという不安は、

インターフェロン治療を 、とても不安です。ウィルスがlAというデー釆年、インターフェロン治療を予定 してい
夕が、あま りないのも不安の一つです。

も成人 し、これからは今まで私を育ててくれた母 (81才)の 曇いので (今の事が分か
らない、物の区別、分別もつかなくなつてきている)、 死んではいられないが、内心は疲れる。前向きに生きよう
という気持ちは十分あるが、体力、気力が追いついていけない時もある。

何をするにも根気がだぐ石丁T長続きせず、飽きつぱくなつてきた。人生の楽しみもなくなり、この先のこ
えると、何のために生きているのか 。・。もう、嫌になってきた。もう終末だと考えることがあります。

和解金も、自分のためではなく、家族のためにとっておく。治療もしたいカ
療後の仕事のことが心配。又、治療 しても完治するとは限らない。

亡くなりました。それまで、経済面で支えになってくれていたのですが、会
治療費とローンで途方にくれました。C型 肝炎の症状で、経済力等何の役にも立たないと思つていましたが、私が
やらなければと掃除パー トをしていたら、少 しずつ底力が出るようになりました。 しかし、出費をまかなうことは
できず、借 り入れ してしまうことになりました。今は 1人 で、誰も支えになる人も特にいませんが、自己管理に努
めていますが、不安がまったくないわけではありません。

弁護団、原告団の皆さんと励
つ希望と元気をいただけた。

いながら、気持ちを楽にできたと思 う。治療の講演会などに参加でき、こ

現在百7フ ア=ヲ I百 ジ蔽 中でウィルスが消えているが、いつまた発症するかもしれないという不安はある。た
だ、受ける前よりは、将来に希望が持てた。

れやすい、夜起きていられな再
~耳

k寝 るわりには、疲れがとれない。自分がやろうと思った事が、疲れていて
できないことがある。イライラする。このサイクルの悪循環で、ス トレスがたまる。家族にあたつてしまうことが
ある。そして落ち込む。最悪。
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3回 のインターフェロン治療で、 てヽいるので、このままであつてほしいと思つています。肝炎になつ
たのが29才で、30代、40代という人生で充実した時期であるはずの時を、肝炎治療中心に過ごさなくてはならな
かったのが、残念です。子供達の成長を心の支えに、頑張つてきたという感じです。ですから、インターフェロン
でやつと落ち着いた体調が、このままであってほしいと切に思います.治 療中、家族、特に子供に 「ママが死ん
じゃつたら」という、他の子のしない心配をさせたことが、可哀相でなりません。今現在は、家事もこなせている
ので、治療の大切さを感 じます。でも、経過観察中で採血するたび、数値が気になる生活から抜けられないのは、
負担に思います。                                    ヽ

朝夕夜中と体温計を見るたび、今は良し、また熱かと弱気になつてしまい、
命を頂けたと感謝です。ここ1～ 2ヶ 月前より、腹部に水が溜まりはじめ、

微熟が続き、朝日覚めた時は、今 日も
予約 日外に、近くの医院に事情を話

し、エコー、点滴を受けている。

1型 と診断 され、インター フェロンの治療 も、高齢で難 しいと医師か ら伝 えられている。

てきなくなつたら、どうしたらいいのか不安。

、インターフェロン治療中なので、身体的には とても苦痛だが、希望を持 つている。

てきた肝炎の本で、同 じ時期に C型 月干炎になつてインターフェロン治療 を受けた方の経験 を読み、
はインターフェロンは受けないという選択をして、まぁまぁ元気で生活も楽 しく、親の介護を10年や り、子供を2
人育ててこれて、幸せなのが分かつた。治療の選択は、とても重要な事だと思いました。

H21.5。 1よ り3回 目のインターフェロンの 療中です。72週の予定ですが、自血球、血小板、
かゆみがひどく、辛い治療の毎日です。ギリギリの状態での治療です。全身の倦怠感、

行が進み、死を待つのみです。

第 2子 の男子が、ウィルスは発見できないが、体内で感染 したことがあるということで、少 し不安に思つている。

展に希望を持ちながらも、同時に不安を抱えている日々です。

験近、肝臓が悪くなつているので、糖が200位になつてしまつて、困つています。インターフェロンでは完治 しなし
と聞きますので、私はやらずに死の うと思います。              .

行具合が とて も気になる。

になつて、急に気持ちが変化するとい うことはありません。 1日 として、肝炎の事を忘れて過ごす日はありま
せんが、一時期のように、思い詰めるということもなくなりました。私はウィルス量が多く、lb型と治りにくいタ
イプなので、来午行う予定のインターフェロン治療も、あまり期待しないようにと、医師に釘を刺されています。
苦しい思いをして、治らなかつた時のことを考えると、不安になりますが、チャレンジしてみようと考えていま
す。
子供も大きくなりましたが、欲は続くもので、孫を見るまでは元気でいたいと思います。これからは段々

道を歩んでいくでしようから、少 しずつ身の回 りの整理も始めようと思つています。

インターフェロンの辛い治療を、今年の 1月 まで受けました。今はウィルスが検出されない状況ですが、
人から、再発 したとの情報も多々あり、私も再発することがあるのか?不 安は尽きることがありません。

に進 もうという気持ちはあります。 しかし、一度再燃 しているため、不安はあります。

査をす るたびに数値が気にな り、いつ月干硬変 と言われるか不安である。いつも肩 こり、
サージや気功治療を受けている (年に 3、 4回 )。 保険適用になれば良いと思 う。

非Att B型 肝炎と知らされた時は、どのような病気かピンとこず、 て、酒 は週 に 2回 ビール

、 5午 ほど辛抱しましたが、慢性月干炎と言われ禁酒。食事も油脂類や塩分、その他肝臓に悪い物は食べないよう
指導され、今も不自由な生活をしてお ります。

ペガシス、コペガスの治療中だが、ウィルスがなかなかマイナスにならない。lbの私は、効果がないのかと不安に
なる。肝硬変から肝ガンの治療をDVDで見たら、麻酔が効かないとか。10分間、地獄の苦しみを見てしまった。ガン
が 1つ できれば、また次々にできるとかで、そういう話を開くと、耐えられなくなり、不安になり、誰とも (友
達)付 き合いたくなくなり、死んでしまいたいと時々思います。20年も経ったので、とても不安です。
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16年前、 1回 目のインターフェロン。 7年 前 2回 目。インターフェロン+レ ベ トール治療を受け、ウィルスがマイ
ナスとなり、現在までマイナスが続いている。 しかし、 2回 目は 1回 日と段違いに副作用が強く、76本で中止 しま
した。特に、食物アレルギーが極度に悪くなり、何を食べたらいいのか分からず、ノイローゼ状態でした。●●時
の主治医が、アレルギーの専門医なので受診。カモガヤのアレルギーが血液検査で判明。食事指導を受け、アレ

ルギー対応の食品を取り寄せ、●●のアレルギー専門医に体質改善と症状緩和の薬を処方してもらい、少し改善さ
れる。しかし、外食はてきず、家で気をつけて調理したものでも、アレルギー反応がでて、起きていられない時が
あり、勤務交替してもらうことも時々あり、良い方法かないかと探していた時、電位治療器の体験会にであい、40
通つて、症状が今までより改善されたのを実感 したので購入。自宅で 1日 1時 間特殊電子療法 (フットケア)を

ているうち、体力もついてきて、アレルギー症状も前よりずつとやわらいできて、少 しずつ食べられる食品が
増えた。漢方薬を飲むことも、少なくなりました。 しかし、 1日 中食べる物に気を使 う状態は続いていますし、特
に、好きだつた果物 (りんご以外)は 食べられず。甘い料理、菓子、佃煮等はいまだにダメで、ビー ト糖を使っ
て、自分で調理したものでないとダメ。ウコン、あくの強いもの、血合いの多いもの等、量と回数を考えなくては
ならず、レトル ト食品、半製品、大豆油を使つたもの等、まだまだ気にしなくて良い生活にはほど遠いです.老 後
のことを考えて (施設では、複雑なアレルギー対応の食事は作れない)、 自宅でヘルパーに来てもらい、私が大丈
夫だと思える食材と調味料で作ってもらうしかないかなと、老人住宅を建てました。安保徹さんのアレルギーの考
え方、自己免疫力の本を参考に、主治医は自分だと思うようになりました。しかし、肝炎にならなかったら、こん
なことにはならずに済んだのにとの思いは、一生消えることはないだろうと思います。

肝炎に感染 した当時の気持ちと今の気持ちに、ひらきがあると思 う。感染当時はまだ若 く、治療薬の開発の期待が
あり、まだまだ生きる意欲がありましたが、長年の経過により (23年)、 自身の病状も一段と進み、 「いよいよの
時」を意識 し始めて、絶望を感じることもあります。ただ、この事実を受け入れるしかないので、いろいろな感情
があつても、前向きに生きていこうと思つています。相変わらず、家族には迷惑をかけていますが、そのことは
ずつと申し訳なく思つています。こんな薬害が二度と起こらないように、皆で知恵を出し合つて、薬害防止に取り
組んでいきたいと思います。

C型 月干炎のCMが気になるが、 るのではないか不安。

、インターフェロン投与中で、ウィルスは消えています。でも、インターフェロン
活するのではと、不安でいっばいです。副作用もきつく、止めたいと思う時もあり

今、インターフェロン役与中で、ウィルスは消えています。でも、インターフェロンを終えたら、またウィルスが
復活するのではと、不安でいっばいです。副作用もきつく、止めたいと思う時もあり、新薬ができるのを待つてい
ます

は数値も平均になりました。やはり、自分でインターフ三ロンとか治療に専念 したので、治つたと思い
族の協力なくしては、できませんでした。仕事を辞めたり、子供に迷惑をかけたりした結果です。

近年は、インターフェロン治療などで、ウィルスを排除できる薬が開発され、治る人が増えてきました。これから
の薬のより向上によって、私も治るのではないかとt期 待を持つています。甲状腺の異常、シェーグレン症候群を
ずつと患つてきました。それが原因で、今年目がぶどう膜炎に罹り、緑内障を発症 してしまいました。失明の危険
を伴 う状態でしたので、内科医が慎重になり、インターフェロンの治療は、暫く見送るということになってしまい
ました。00T、CPTの数値は良くなつているのですが、肝炎発症から22年の年月は、体に大きな負担を与えていると
思います。

H21年 4月 か ノファーゲンを毎 日打つています。今までも、数値が上がると強 ミノを打つて
ルソも服用 した時期もありました。医者は、強 ミノが効いていると言っています。金額もそうですが、毎日通院す
ることは、仕事にも支障をきたし、仕事柄、人目を避けながらの治療は、非常に辛いです。かといつて、インター

フェロン療法をするには、仕事を辞めなければならない状況にあり、医者にインターフェロンを勧められています
が、現実は無理です。もう、血管も見えなくなってきていますので、生活の保障がない限 り、今の私には、イン
ターフェロン治療はまだ 「夢」です。

一度は感染 して肝炎治療をしましたが、治療後は健康状態も良く、数年前までキャリアとして過ごしてきました。
いつウィルスが活動を始めるのか、びくびくしながら生活 してきました。幸いに して、ウィルスは現在マイナスで
すがt絶 対大丈夫という保障はありません。これからもこのままウィルスがマイナスのままであるように祈 りなが
ら、生きていきたいと思います。

‐になって20数年。なかな治らない病と知るにつけ、改めて肝炎の恐ろしさを感 じる毎 日です。

今回が3回目万語療こなるが、過去2回のインターフェロンだけの治療と雇きい、薬に体が慣れて、楽になったのと
い、ひとつ副作用が軽 くなったと思えば、別の病状が現れ、来年の 8月 一杯まで、このまま仕事は続けられなく

なるのでは (時間も短いし、周 りに助けられながらやってはいるが)?と 、いつもそういう思いになりながら、仕
事をしている状態です。自分は治 りたいので、この治療を頑張っているんだろう?と 、自分に言い聞かせながら
も、一方では落ち込んだり、精神的に不安定です。

に、 「うつったら困るので、孫にキスとか百蒼Fで 下さ]可=Ⅲ「万夏う下 事を言われた。血液でしか感染しない
というのを、もつと伝えてはしい。

インターフェロン治療をH8年 に 6ヶ 月、H18年 に 5ヶ 月受けました。現在はウィルスが消え、 です。

を守る国の責任上、支援法の内容が最も関心がある。
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懸染時より艮い医帥に恵まれ、完全には治りませんが、いろいろ相談にのってもらい、インターフェロンの治療も
3回受けることができました。主人にも、精神的にも経済的にも助けられています。やはり、肝臓専門医に診ても
らうのが〔一番安心だと思います。最新の情報も教えてもらつたり、講演会なども開いてもらつています。大変有
り難いです。病気になつてしまつた以上、相談できる人がいることと、経済的な安心が一番の問題だと思います。

がずつと維持でき、生涯終わることが一番ですが、 に低下する。それがどのような状態に
なるのか、すごい不安です。今は家族の心配もでき、安心していられますが、進行した時の自分は耐えられるだろ
うかと、今は原告の人達とメールでお互いに話している。今は、先の事は考えずに、 1日 1日 を大切にしていま

1年 のインターフェロン治療を、今年 6月 に終了。 ウィルスは残`
の先ずつと続けばいいと思いながらも、やはリチャンスがあれば、

ながら消えなかつたが、落ち着いた現状が、
ウィルスを完全に消したいと思つています。

100%に 近い完治のできる薬を作つていただきたいです。

、 2回 目のイ ンター フェロンをいつ とヽ悩んでいます。主治医には、
くないため)と 言われている。明日にでも始めたい気持ちだが、今現在のような体力に戻るのには、投与の何倍も
の月 日がかかるので、それでためらつている。そのため、気持ちが落ち込んでいる。

インターフェロン治療で治癒 したので、こ うい今現在、インターフェロン治療で治癒 したので、こういう回答が私にはできますが (間3-10-2)、現在も病気を抱
えている方は、これから将来、病気を受け入れて、前向きに生きていくことになるのです。そう考えると、 1日で
も早く、 1人 でも多くの方に治療を受けてもらい、治つていただきたいと思います。

私の38年間を返 して下さい。私の健康を返 して下さい。肝がんの手術を2月 に受けてからは、検査結果を開くまで
の気持ちは、以前とは全然違います。切羽詰まった状態で、後がありません。完治は考えられず、現状維持が最善
の方法です。また 「がん」ができていたらどうしようとか、死への恐怖がとても強くなっています。いろいろ考え
て悩んでもしようがない。精一杯生きようと考えるようにしています。そして、 1週 間に3回 のミノファーゲンの
注射と薬を飲み、体力の回復に努めています。

完治のため、2度 目のインターフェロン治療中です。期間が 1年～ 1年半と長く、体調に波があり、しんどい時日
くじけそうになります。ペグの注射を打つと具合が悪くなり、高い治療費を払って、何をしているんだろうと思う
時があります。予約でも、病院はとても混んでいるし、毎週行くだけで疲れる。周囲の理解と協力がないと、治療
を受ける事は難 しいです。

なるようになる。

、 3度 目のインターフェロン の60週 目で、ウィルスは16週 目よりずつとマイナスのため、この
療でのウィルス排除に望みをかけています。主治医からも、今回は著効できると励ましてもらつているため、精神
的には安定 していますが、もし失敗であれば、かなり落ち込むと思われますので、心境の変化は治療結果に左右さ
れることを、付け加えたいと思います。

より、国、企業に対する腹立たしさが強くなってきた。これから先の体調を考えると になる。何 として
も、治療費の無料化と健康手当てのような支給の 2点 を、是非考えてほしい。

老いた親に対する、子としての貢任を優先 したい。一番必要な時期に、子供の父親との離別は、我が身から下ろし
たくない荷物なのですが、そんな事情をお して、インターフェロン治療に入る事を強要されるかのような助成費の
あり方には不満です。今の現状は、各自の努力や体力により異なるが、国の不備により、皆一様に感染させ られた
のですから、一様に被害者としての手帳を下さい。医療が何であろうと、肝炎のためのものならば、費用が無料に
なる配慮を、国で弁済していただきたいです。過ぎた苦しみの日は戻りませんが、せめて、自身が受けたい方法
を、無料で選択させてもらいたい。

:対策基本法が成立した。すべての方々に感謝 したい。 して治療に入れる日が、早く来ることを願います。

ンターフェロンが効果のない人には、新薬の開発 に力を入れては しい
・肝癌で苦しんでいる人の救済に、力を入れてほしい
・障害手帳を交付 してほしい
。治療費の無料化を是非おねがいします

の方は現在落ち着いているが、少 しずつ進行 しているようで、将来への不安が大きい。

弁護士の先生方をはじめ、多くの方が体の事を心配 して下さつたり、 「一刻も早い治療を」と言つて下さるし、:
分でも分かつているのですが、日の前の家族 (夫)力S病気だと、自分の事は後回しになり、毎日しんどい中で、働
くことさえままならなくなると、このまま死んでしまうのか、後に残った夫はどうなるのだろうと、肝ガンで亡く
なつた父の最後の姿が浮かび、不安で押 し潰されそ うになります。

インターフェロン治療中で、 5ヶ 月日に入つてから、抜け毛、皮膚の痒さなどの副作用が出てきて、かなり辛い
日々があります。ウィルスは未検出 (4ヶ月目で)に なったので、頑張らなければと思います。あと6ヶ月イン
ターフェロンを受けるのは、かなりの気力と体力が必要です。
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い付き合いになつたし、年もとつたので、これも運命だつたのかなと、少 しは思えるように、これも運命だつたのかなと、少 しは

なつた。肝炎の完治は無理でも、これから先はうまく共生して生きて行こうと思 う。 「その うち、すごい薬が発明

されるかもしれないな～Jな んて、ちょつと気持ち的にも、穏やかになったりしている。

の場合、治 りに くい種類の C 、マイナスになつてもすぐにまたプラス

になります。おまけに太つているので、
辛い時もあります。

ますます治 りにくいらしいです。このまま同じ状態なのかなと思つたら、

ンターフェロン治療をしてウィルスは消え、今もその状態は続いているが、疲れやすく、無理ができない。
も最低限の量 (時間)で している。本当は、働かずにいるのが良いのだろうけれど、収入と働 くこと (社会生活ヘ

の参加)は 、私には必要だと思 う。夫も定年間近で、老後の不安も増してきて、笑つて日々を過ごせていないのが

ンターフェロン治療 を受けま したが、眼圧が上が り、怖 くなつて

た。今は強 ミノを週 2～ 3回 、ウルソ、グリチロンを服用 しています。
ろんな面で不安がないと言えばウソになります。

これから先も続けていくつもりですが、い

は、あとどれ くらいの命なのか、分かつた時点で 、残 された時を悔いのない 日で終わ りた

いです。医学の進歩で、肝硬変など治せる薬が見つかればいいのですが
し、いつ再発するか。それまでに良い治療が見つかれば ・・・。でも、
なくなり、子供達に負担がかかるならば、早く死を待つ方がいいです。

。・・。私にはインタ~フ エロンもダメだ

あまり長生きすると、今後の治療費が払え

インターフェロン以外に完治の方法はないので しょうか。 どの段階でインターフェロンを使用 した らいいのか、

作用は?又 、日常の食生活などで注意することなど、気軽に相談できる医療体制を確立してはしい。

との闘いを思 うと、全身の血が引く思いでした。私はまだインターフェロンを投与 していません。副作用が怖いの

です。沢山の副作用を考えると、治るより、自分の人生がここでまた狂わされてしまうのではないかと、すごく不

安です。年齢から言 うと、インターフェロンは30%の 可能性があると言われています。もう一度話を聞き、来年度
にインターフェロン投与と覚悟を決めました。

インターフェロン治療により、 1年 に一度の健診で良くなっている今の状態を感謝 している現在において、不安が

ないわけではないが、知った時々の状況では、感 じ方もだいぶ変化 しているように思 う。

も変わ り、 出 し、血小板 を13万まで上げ、インターフェロンに入 り16週日です。 こ向

かつて頑張つています。まだまだ分かりませんが、笑顔で楽 しい生活ができることを祈つています。

12/7 し、インターフェロン治療を初めて行 うことになりました。効くか効かないか
ち着いて仕事や家事ができる体に戻れるか不安。今より悪くならないことを望んでいます。

元の体を返してほしいと思つても、仕方のないこと。人生を狂わされたとも思つてみても、仕方がない。どの質問
にもそう思います。H月 に考えた時と、今 日12月14日に考えた気持ちもそ うですが、くよくよしていても仕方がな
いので、明るく前向きに生きようと思います。時にはじんどくて、起きあがるのが辛い時もありますが、誰も皆少
しは苦 しい事があるので ?と 思い、自分のできる事は (親の介護を含め)、 やつていこうと思つています。伯父が
亡くなり、伯母の事をみていたので、遅くなりました。

常に希望を持ち、あきらめずに治療に取 り組んできたことが、完治につながつたと思います。入院中に、昭和から
平成に変わつたので、闘病生活は20年に及んだのかと、今さらながら、よく頑張つたと思わずにいられません。た
だ、主治医に 「これ以降は大丈夫。でも、この時点までにスイッチが入つてしまつているかもしれないので、経過
観察はかかさずにJと 言われ、完治 したからと有頂天にならずに、油断することなく、経過観察を怠らないように
しようと、心に言い聞かせました。あと、主人に感染 していないかと、主人が体調不良を訴えるたび、心配になり
ます。

週2回のインターフェロン、強ミノの点滴は大変です。点滴後、ひどい寒気、微熱。やつとの思いで家路につきま
す。もちろん、家事一切できる状態ではありません。当日は、何もかも済ませて病院に出かけます。帰宅したらす
ぐに床に入 ります。体の苦痛ばかりか、医療費も1回 1万 5千 円。それに交通費と、何もかも大変です。

らヽ闘つてこられた原告団の皆さまには、心から感謝 しております。

らヽ治療は移植 しかないと言われてか ら、 「まさか、こんなに早くそこまで」とい う思い

悩ま しい 日々です。

い生命保険に入れない。に入れない。

いにして、インターフェロン治療でウィルスが消えたので、現在は肝臓に関しては心配 していない。

い ¬C
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出産の翌日に肝炎の疑いがあると言われ、治療をし続けてもいつこうに良くならず、この子が3才になるまで、
才になるまで生きていられるのだろうかと、毎日不安でした。自分の体調が悪いのは、もちろん辛いことでした
が、こんな体で主人や娘に苦労をかけていることを思 うと、胸が張 り裂けそうな思いで、自分が押し潰されそ うで
した。金銭的な心配をせず、治療に専念できるよう、そして、心のケアもできるような体制が、整ってくれること
を祈 ります。

みているので、子供達に対 し、

いずれにしても、国民病という汚名返上。三度 と薬害が起こることのないよう、願 うのみです。

、2度 目のインターフェロン+レ ベ トール治療中で、今のところウィルスは検出 。残す 6ヶ 月の
を絶対に頑張つて、もとの健康な体になりたいです。副作用が辛いですけれど、負けません。

元気な うちに したいことをし、見たいものを見て、生き えない感 じがす る。将来がない
うに月監う。

10月1日 か ら2回 目 (1回 目はH7年 )の インターフェロン ところであるが、
で、私のウィルスはインターフェロンに抵抗性が強いかも知れないと主治医から開かされた。

一応 1年 半継続治
療するつもりでいた方がいいとのことで、治癒の可能性は、約70%と も言われている。治癒の可能性にかけて、今
後も治療を続ける気持ちでいるものの、様々な副作用が見られる中で、治療期間最後までがんばれるかどうかとい
う不安と、治癒しなかつた時の失望を想像すると、複雑な気持ちで毎日を過ごしている。

将来、肝癌や肝硬変になるのではないかと不 に思つてい り、 ウ ィルスがなくなり、
安堵しています。

週 1回 の休みは、 ヒめ、上司に都合をつけてもらい取つています。休 日といつても、治療のためだけの
で、自分の時間はなく、精神的ス トレスが溜まります。仕事をせずにはおれず、元々弱いところを人に見せるのは
嫌いな人間なので、無理にでも元気なふ りをしていることに、疲れてしまうことがあります。肝炎だと保険に加入
することも難 しく、肝炎以外の病気にかかつた時など、年齢的なことを思 うと将来不安です。

は、身体がだるいのか、そ うではない理 由で しん どいのか、 の`で、 こしない。下
半身マヒなので、現在両杖で歩行。

いつ肝硬変に進んでしまうのか、毎日気になります。恐ろしいです。

これからの病気の進行状態が,さ配です。C型 肝炎が、風邪のように治る病気でも怖いのに、 も知れない恐ろ
しい病気をうつされたらと、思われているん じゃないかと思つてしまいます。病気が分かつた時、主人にうつるん
じゃないか心配だと言 うと、主人は笑つて、 「うつるんやったら、もうとつくにうつってるやろ」と言つてくれま
した。知らずに過ごしてきた時期がありましたが、家族の誰にもうつつていなくて幸いでした。C型 肝炎につい
て、国民の方々には、簡単にはうつらない病気だと知ってほしいです。私が言つて廻ることはできないので、テレ
ビなどで、広告のように説明を流 してほしいです。

2～ 3年 前より体調がすぐれなかつたけれど、最近は旅行などに行き、いい り入れ ようと努力 しています。
今のところウィルスは落ち着いています。またいつ出るか不安ですが、頑張っています。病院の先生は大丈夫と
おっしゃいますが、こればかりは分からないと思います。

い。自分から死を選ぶことはしたくない。病気になつたからには、 とうま く付 き合つて前向きに

力するしかないと考え、諸々の病と闘つていく所存でございます。

不況により、自営業が大変なのですが (経済的)、 十分に仕事ができないのと、体が十分ではないので、
きません。すぐ疲れます。心臓も弱つてきています し、死んでしまいたいのですが、母が94才で存命中ノ

も

きません。すぐ疲れます。心臓も弱つてきています し、死んでしまいたいのですが、母が94才で存命中なので、子
供として死ねません。体が弱いことが、本当に苦痛です。 自分は労働するのが好きな人間なのです。

H20年 10月～H21年 3月 までインターフェロンの治療を受けて、現在ウィルスは検出されない状態が続いていて、
少 し体力が戻つてきました。ただ、血小板は 8万 台で、10万を突破できないでいるのが、唯一気になるところで
す。

のため、病院以外家で過ごすことが多いため、一時電話に出るのがイヤ、人に会うのがイヤ、もちろん外出も
できなかつたので、友達からも遠ざかり、自分に自信がなくなってきたと思 う。

・ 数 値が悪くなつていないか気になります
。インターフェロン (リバビリン)を もう一度受ける時期が、近づいているように感 じます
。仕事の責任があるので、後継者として子供に仕事を継いでもらうことにした

家庭内の生活の中で感染を考えると、大変気を使 う。何かの拍子にに出血した時、キズ絆は何時もポケットに持つ
て歩く。22年間 1回 も旅行に行くことができなかつた。体力がなくていかれない。



りヽ、早期治療によつて治 したI れど、感染 した時に抱いていた死の恐怖等の編
普通に健康な生活を送れない人達がいるのは、つている人達。私は体調不良はなかったけれどt

いように心掛けている。

実母の病状が、最後の看とり段階になつてきたが、自分の病状が悪化した場合の不安。 1人 親で 1人娘で
は、最後までお世話 して見送りたいと切に思う。私自身は、周りの家族やヘルパーさん、その他に助けら|ま、最後までお世話 して見送りたいと切に思う。私自身は、周りの家族やヘルパーさん、その他に助けられなが
ら、楽しい時間を少しでも作るようにしているが、楽しむ時間の限りが少なくなつた。このごろは、疲れや不安が

く悲 しい。つらい検査や治療が怖い。死ぬことについては怖くない。少 しでも子供の成長を見ていたい。

い病状がでたら、治療に入ればいいのか分からない。副作用等の事を聞くと、このままでいた方がいいの

りも、娘の事ばか りで頭がいつばいです。まだ悔 しい思いでいつぱいです。許せない思いでいつぱい

インターフェロン治療を受けることについて不安があるので、相談にのってくれるカウンセラーみたいな人がほし
い。色々と不安な事や疑間を解消したい:      :

ンターフェロン治療を受けて、副作用に苦しんで、どうしてこんな辛い治療なのか。 でて、
ず細くなり、他人が見ると病人と分か り、電車の中でも避けられるように感 じた。どのようにしたら副作用が軽く
なるのか。運動を取 り入れたり、食べ物を無理して食べるようにしたが、それで 1年 間続けたが、体カギリギリま
でしないとだめだと思つた。ウィルスはとても強い。無理 して元気なふ りをしてきたが、体力的にも精神的にも本
当に限界だつた。

私もこの数年の間に、インターフェロン治療になると思 うけれど、
か受ける決心がつかない状態である。

してお り、 )配で、

とにかく体がだるい。食欲がない。病気とうまく付き合つていこうと、明るく笑顔でいようと思つて生活 している
けれど、いろんな事を考えると不安でたまらなく、気持ちが落ち込んでしまう。その繰 り返 し。インターフェロン
の治療を来年の夏から始めようと思 う。けれど、副作用が体にどんな影響があるのか考えると辛い。 ウィルスを排
するのが効かないタイプだ。体力的な不安もさることながら、精神的な苦痛の方が大きい。インターフェロンの

治療を受けて、ウィルスが排除されたら完治すると言われているが、治療を受けてみないと、治るか治らないか分
からない。 自分の体を痛めないといけない治療を受ける。何も知らない人に、治療を受けない人に、そんなに簡単
に 「治療を受けて完治する」なんて言つてほしくない。副作用が少ない治療法ができてほしいと、強く臨む。

と肉体と調和させて、生活 していきたい。運動も徐々にてきるようになりたいし、やつていこうと思つてい
る。食事療法はますます進化させていきたい。生き方を自分が選択 していこうと思っています。

で入院 してから、ついこのままで慢性肝炎だと思つて、定期的に血液検査をしていたのですが、こ
がテレビで大きく取 り扱 うようになつて、主治医から、もつと詳 しい検査をしたらと言われ、その結果が自然治癒
で、いつの間にか治つていた事にとても驚き、同時に喜びとホッとした気持ちがあり、とても信 じられませんでし
た。他の人には本当に申し訳ないのですが、今は死の恐怖から解き放された気持ちで、第 2の 人生だと思つて、大
事に生きていこうと思つています。

この質問は、完治している人には
過去を振 り返っていません。

味です。人それぞれいろいろな い

ィルスの検査で:I―で、        正 常値なので、普通に生活 しています。

の先生方、原告団、 に感謝 しています。でも、まだ和解になっていない原告もお りますので、 1日
早く和解ができるようにして下さい。法案は皆の努力でできましたが、どんな内容かは、まだこれからだと思いま
すので、原告団の 1人 として、今後もできる事に参加させて下さい。私は、自身の足元を、またつくり直します。
正直な気持ち、つらいです。

害肝炎と知って力Tら、
~精

密検査を受けたら、肝硬変に進行 していることが分かり、ショックで 蜜か つ

た。運良く大学病院で治験を受けることになり、現在も治療中である。何もしないでただガンを待つよりも、何か
にすがって、少 しでも生命を長 らえたいという気持ちでいつばいです。検査結果に ドキ ドキしながら、本当にウイ

スがなくなるのか、不安の中での生活です。通院のたびに主人は仕事を休み、家族に迷惑をかけていることが負
になる。これからの生活も不安がいつぱいだが、いろんな人に支えられていることに感謝 しながら、前向きにい

くことでしか、希望が持てないのがつらい。早くこの病気が治る治療が見つかることを、常に願つている。

ガ ン が発見のため不安です。今度の診察で説明がある。

はウ牙九形可IIな 7百三T雨蕨万百「… クヨすることはありません。
です (服薬も含めて)。

うつ症状に伴 う身体的疲労がしんどい



今でこそ落ち着いて人生を考えられる。月日が流れたせい?私 のような人が、こんなにも多くいらした現実を目の
当たりにして、他の人もがんばつているのだから、私もがんばれるところまで。この日で見られる、この手の届く
大切な人のために、笑顔でや しさくがんばろうと思います。

ペグイン トロンとレペ トール併用療法を受け、55週目。治療がこれほど里

素ともに減少。 6ヶ 月頃から甲状腺の機能低下と更進を繰 り返 している。

いとは思つていなかつた。自血球、血色
もし再発 したとしても、もう治療はした

くない。治療する前の方が、体は悪くても今よりは動けた。

に生きていきたいと思 う。

現在は、完治と言われているが、果たし
が悪くなるんじゃないかと思つている。

て本当なのか 。・。と思 う。将来、私が年をとり弱つていくと、又、肝臓
この病気が本当に完治 していたかは、私が死ぬ時にはじめて分かるのでは

と思つている。

インターフェロンは 7月 で 1年 間の治療が 日、 6ヶ 月 日の検査で の結果が出て、ほつ
しています。まだ 3ヶ 月に 3本 検査に行くのは、やはリイヤですね。毎月の検査、毎週の病院通いから解放された
は救いですね。

こんなに苦しい病があるということを知りました。まるで、ボディプローみたいに後で効いてきます。

ンター フェロン が分からなくな いかったので、
においしいものをお腹いつぱい食べておけば良かつた。味が戻るのには、たぶん来年 2月 から3月 頃までかかるだ
ろうと言われている。夏もずつと1年 中皮膚の乾燥、あかぎれ、ひび割れ、薬、クリーム、リバテープが手放せな
い。筋肉のこわばりもあるけれど (リウマチ)、 食べ物がおいしくない方が辛い。

複数の持病があるためいろいろな制約を受け入れ、生きてきましたが、C型 肝炎という病気がまたひとつ増え、心
身共に疲弊 した感があります。これから先、何年自分で動くことができるか、生きることができるか。体調の悪い
時は、いろいろと考えるようになりましたが、病状が悪化 しないよう、家族のため、自分のため、自己管理をこれ
からもやつていこう、や らなければとも思います。

来年、インターフェロン治療を受けるために、今は検査など受けているところです。 3度 目のチャレンジです。今
回は近くのかかりつけ医と月干臓専門医に治療をお願いしました。やはり、専門医に診てもらえるのは、心強いし安
心です。なんだか治りそうな気がしています。頑張ります。

しているので、前向きに過 ごしている。

し てヽいることはとても嬉 しく、病院への通院がとても で 、 C・、 りに か

けることも多々ありました。

分自身しつかり受け入れて、前向きに治療に専念しています。私自身 「のさり」だと思い、いろいるな
当はしなくてすんだことですが 。・。)力菫今後何かにプラスになればと思つています。

2度 目のインターフェロン治療途中より、つつ状悪になり、身             翠 状態で歩行もかなり
困難。会話もしなくなつています。泣いてばかりだつたのが、最近少しは笑顔も出始めたものの、身体症状は相変
わ らずなので、本人はつ らい精神状態が続いているよ うです。

肝炎が完治 してホッとして、2年 目に乳ガンになりましたが (58才でC型 肝炎、60才で乳ガン)
く (8年 間)、 明るく前向きに行きたいと思います。

現在は再発もな

学ヽ校 5年 生で告知を受け、高校 1 の時にインターフェロンを受けました。おかげで今は健康を取 り戻 し、病気
このアンケー トを見ると、今も苦しんでいる方達に、早く健康になつてほしだつたことを忘れるときもあります。

いと願 うだけです。

――一一 ―一 ―――一― ―一――一―――――― ――一――――
百万百晟蒻両 医者レー現在、ペグインターフェロン治療中。 8週 で―になり経過観察中。再燃を

用の情報開示がしつかりないと、患者は不安が多い。何で一の者が何%あ り、その場合はどういう治療を行うの
か。最悪の場合は何%で 、こういう治療を行 うなど、医学書を事前に購入 (40,000円分)し 、副作用をあらかじめ
学んでいたため、あらゆる副作用について、即対応可能となつた。これは非常に大きいものである。患者自身が必
死に病気の勉強をしつか りして、専門医と同じレベルまでもつていかなければならないと、今 日の病気を通して感
じている。

私の場合、 てもう30年程になるけれど、幸い正丁が覆kTttπ 訂薇涌覇薮蔵蕩蕗疋I牙 ち雇薫「る程でした「
つらくて大変な思いをしている方も知つています。 自分は幸せな方だと思います。

インターフェロンの治療が効かず「否はた              雨 巧雇歌爾嘉蒻F百て更所確覇
が一

番心配。

生きている事が不安と思 うのは、とても葛藤であり、憤 りである。
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感が出てきました。

への心配が募 り、 うつ病になつ しまいました (一年前に診断されました,。 家族にも迷惑をかけ、毎日
生活をしています。こんなにきついなら、死んだ方がいいと考えること毎日、体が動かないことを悔しいと思い

もあります。
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間6-2フ ィプリノゲン製剤ないし第X因 子製剤を使用した医師に対して

C型 肝炎に感染することを知つていたのならば、許せない。

国から許可が出ていれば、使用 しても仕方がなかつたと思 う。

当時使用 した医師は、責められないが、その原因が明らかになつた今、素直に使用を認め、協力する医師であつて
ほしい。ごまかしたり、協力できない医師は許せない。

当時、最善の処置をしてもらい、命を助けてもらつたと思つている。肝炎感染止血効果なしの認識や、製薬会
の関係が分からないので ・・・。

医者から輸血でと言われ、薬害訴訟の事は私には関係ないと思つていました。平成20年に突然病院からの通知で、
フィプリノゲンを使つたと知 りびつくりしました。

るための手術の際の事故なので、特別な感情はありません。

の当時、山梨では使用することが当た り前だつたので、仕方がない と思つています (私のタイプの

み)。 病気を治そ うとしてしたことでt肝 炎になることは皮肉な結果ですが、病気は治ったので感謝 しています。

ので、個人的には意見はない。むしろ、命を救つてくれて感謝している。

ミドリ十字は、色々な薬害を起こしている会社なのに、どうしてここの会社 と取引をしていたのか、聞きたかつた

命を救 うために、ベス トを尽くしてく

ず。医師に対 して、全く恨みはない。
リノゲンが有効

いと感 じた。

国で許可したので仕方がない。

使用 した止血剤が悪い事を、知らなかつたのですか?知 っていた人が、近くにいたのではないですか ?な どの気持
ちになるほど、心がひねくれました。

殺 したいほどの憎 しみがある。当時、体調の不具合や治験の診査を無視 した医者に対 して、せめて家に直に謝罪を
してほ しい。

、フィプ リノゲじ 、どのような結果になるのか、知っていたのではないかと思つてい
す

があったかどうかは分からないが、止血剤 として使わなければ、死亡すると考えたら、やむを得なかっ

つ

フィプ リノゲン製剤 に対 しての勉強を、もう少 ししていてほ しかった。

でやむを得なかつた と思 う。

の時、フ ィプ リノ ンを使用 しなければ、私の命が助からなかったのであれば、仕方がなつた事であつたし、感
るべきですが、ちゃんとした説明がほ しかつたです。

出血だったので、止血剤 を使用 したのは仕方がない と思 ったが、なぜ血液製剤を選択 したのか と思 う。 もう少
し、様子を見てから使つても良かつたのにと思つてしまう。

当時は、普通のことだったのだと思 う。その後、肝炎の治療を親身になって下さつたので、感謝 している。

の使用、感染の事、今後の事について、自らきちんと話 してほしかった。厚労省の批判だけではなく、自ら医師
としての責任を、もつと自党しはしい。

医療に従事されている方々に、こんな惨事は、もう三度と絶対に起きてはならない事です。これから先、長し
の間に、また同じ事が繰 り返されたとしたら、使用するのは最終現場である医療機関です。新薬ができたら、ま
ず、我が身我が子に置き換えてみて下さい。はつきりとした、しっかりとした安全、安心ということを、人の大切
な命を預かつているということを、お願いします。

止血のために、当時は良かれと思つて使用 した」ということで した。それで命拾いをしたことは事実ですが、そ
の出血の原因は何だつたのかと今でも思います。
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ている薬だか ら、医者は信用 して使 つていたと思 う。別に、医者は悪い とは思わない。

1982年に出産により、非カロ熱製剤のフィプ リノゲン2g使用。なぜ必要だつたのか、慣 りを感 じた。1977年に、アメ
リカでは中止されている。多くの人の人生を狂わせてしまった責任は、どうとるのか。

て くれた と思えたので、感謝 している。

手元にカルテー式保管されていた事実を踏まえて、各種報道機関で公表されていたものですから、患者側ヘ

報告がほしかった。当方の追求調査で判明 した。医師への信頼感を失う結果となつた。

フィプリノゲンの使用については、一度も説明がなかつた。止血のためにやむを得ず使用 したとしても、内容を正
しく説明してほしかったです。

「心臓は助かつたのだから 。・・」と、先生はおっしゃるけれど、じゃあ肝臓はどうなってもよかつたのですか ?
今も手術前に受けた 「心疾患説明図○○大学医学部第二外科」力S手元にあります。フィプリノゲン製剤の事につい
ては、一切触れていません。書かれている事は次の事だけです。

室性頻拍→突然死、生活制限
カテーテル テ イピング 右 ′さ室 三 尖弁～流出路

フィプ リノゲン製剤 を使用 したにもかかわ らず、使用 していない と言われて しまつた。20年も前の事で、忘れて
まつたのかもしれないが、日の前が真つ暗になつてしまつた。幸い、別の病院に入院した時のカルテがあったの
で、給付金を受けることができた。使用した事を、隠さずに言つてほしい。

私の場合、医療 ミスで ので、医者 を訴 えたい気持ち。

も薬の勉強をしてほしい。

、命を救うためには仕方がなかったと思 うが、悔 しいです。

投与時、医師iま危険製剤であることを知らされず、使用したと考えられ、責任は間えないと思われる。 し かし、そ
の数ヶ月後、数年後に、フィプリノゲンが肝炎の原因と判明し、それを認識 した時点から、投与 した患者に対 し追
跡 し、事後対処 してほしかった。

ノンAノ ンBと 言われていた時代で、使用は他に手段がなかつたので、仕方がないと思 う。

医師に対 しては、命を救つていただいたことを、非常に感謝 してお ります。でも、薬害になることが分かつてい
ら、他の方法で助けてもらいたかった。

仕方がない とは思いますが、使用するにあたつて、説明がほ しかつたです。

418名 リス トの中に私の名があり、肝炎になった原因が分か りました。院長には、早く知らせてほしかつたです。
念です。悲しいです。

7年当時に、止血剤 としては、仕方がなかったものと考えます。

瓢 百百て て鷲 砕 積 かもしれないが、医師は、この製剤の危険性を知つていたのか知 りたい。

t明は聞きましたが、その状況が良かつたかどうかは疑間です。

赫 反Tttτ下分が石て 〒ヽこ画面肩したとしたら、許しがたいことだと思う。

当時は、多く使用されていたとはいえ、他の薬剤があつたことは間違いないので、もう少 し慎重であつてほし
かつた。

当時「而百正血剤はあったのでしIうか。医師の対応がどれほど誠実だつたか、夫は語りぐさにしていました。

は、懸命に私の命を救つてくれた。あの状況で助けられ、感謝 している。助産師は、日常的にフィプリノゲン
が使用 されていた と話 して くれた。
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択肢もない。医師は、

こなるかもしれない」と医師から言われた。 しか し、生きるか死ぬかの時に何の
輸血のリスクを言つたのか、、フィプリノゲンのリスクを知つていたのか、どちらか開いて

みたいと思 う。今後、医師は薬に対する勉強も必要かと思 う。

を救つてくれた方です。感謝の気持ちしかあり

が認可されていたの したのであり、

出産時、出血が止まらない中で、医者はまず、止血することを第一に考えていたと思 うので、その時、医者がフィ
プリノグンは肝炎の原因になるかもしれないと知つていても、使われたと思いますし、私を助けるためだったの
で、医者には全く恨みを持つていません。

に対 しては、責任はないと思 う。その時点では、この方法 しかなかつたことでしょうから、投与以前の問題だ
と思います。

こ艮く効く薬剤を使い、人命を救助 したいと考えるのは、当然のことだと思います。私の場合は、
出血多量で運ばれ、そこで意識低下した状態で使つたので、それは仕方がないことで、私を助けてくれたのだと思
います。それよりも、出産時に、自分の時間の都合で、説明もなく、陣痛促進剤を筋肉注射した医師が許せないで
す。
人の命を守る立場にある医師が、国、製薬会社とグルになつて隠ぺいし、私自身10数年間も放置き雨戻更更Π≡
りを感 じる。 しかも、手術後の診察を、今後も引き続き同じ医師に依存 しなければならず、患者の弱さを痛感 して
いる。
フィプリノグンを投与されてしまつたことは悔 しいし、悲しいけれど、その当時、死と直面していた私を助けて下
さつた先生に、恨みはありません。

が認可 した で、医者に責任は間えない。

じていない。

の出血量を考えると、1992年の 1月 、フィプリノゲンの怖 さを承知 していたとされる ドクターは、無理に輸血行
為をしないでほしかつた。意識はじつかりしていたので、副作用を教えてほしかった。

5、 6年前、初めてC型肝炎を知り、フィプリノゲンが原因だつたなんて、分かるはずτ下て、意護も朦朧として
いたのですが、その時の医師は、フィプリノゲンを使つてはいけないことを、知っていたのでしょうか。今となつ
ては遅いのです。

つと安全性を確かめてから、使用 してほしかつた。危険な製剤であることが分かつた時点で、すぐに使用をやめ
てほしかつた。

の時、止血剤として投与されたが、何の根拠があったのか。

医師には責任はないと思う。

的に、初期であるのに手術に失敗し、退院前日に大出血して、フィプリノゲンを使われ再手術。お腹はひどい
血液は汚れ、絶対に人には知られないようにと神経を使い、病院にも行かなくなり、健康食品を何種類か使つ

ている。顔で笑って心で泣いているような生活でした。手術 した病院に電話 して、フィブリノゲンを使つた事を聞
き、 「辛い思いをさせました」との医師の言葉を聞き、涙が出ました。私を担当した医師ではないのですが、その

は身体の力が抜けま した。

大出血で運ばれたため、死の危険があり、当直の医師は助けようと必死なのが分かつていたため、lE
ると思われる製剤を 「使用しますよ」と言われ、任せるしかなかった。仕方がないと思う。

医師個人ではなく、病院に対 して貢任を問いたい。

手術前の説明で、使用する可能性を聞かせてもらつたが、医師としては、ベス トの選択だつたのだろう。少 し悔や
まれるが ・・・。            ′

その時の最善の治療を考えて下さつたわけなので。その後、肝炎感染について、書類を提出して下さつたおか:
で、製薬会社から主治医に、そしてすぐ連絡を下さり、早い時点で裁判も終わり、重荷を背負わなくて済み、感謝
しています。

は知らなかつたので、しようがないと思つている。

てくれて、カルテも残 しておいてくれて、今は感謝 している。

がない。
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医帥は、危険性を認識 して便用す るべきであ り、肝炎になつた時、もつと適切な処置をとるべ きだつた と思 う。

当時は認可されていたものだったので、使用については、仕方がなかつたと思う面もある。当時、私は出血多量で
ショック状態だつたため、生死をさまよい、死産してしまつた。

命を最優先に行つたことと思つてお ります。

私は34年も前の事ですので、命を救つてくれた医師に対 しては、感謝 してお ります。

他の方法はなかったのですか ?

命を助けていただいたので、感謝はしているが、
と思います。生き方を教えてほしい。

その後から現在まで苦しんだ。その時、死んでいた方が良かつた

命を助けてくれた医師に対 しては、感謝の気持ちの方が強いです。 しかし、フィプリノゲンが効果のない薬、危険
な薬であるということを知っていたのか?聞 いてみたいです。

仕事上、仕方がなかつたのでは。

8C 本当に必要な治療だと思つて点滴 したのか、聞いてみたい。

大量出血で、命を落とす危険があったので、やむを得なかつたと思う。

フィプリノグン製剤の危険性を、どれ くらい認識 していたかの問題はあるものの、現場の医者として、少 しは感 じ
るものがあったと思 う (多少なりとも問題があると)。 フィプリノゲン製剤を使用せず、治療する方法を考えてほ
しかつた し、医者の姿勢が問われる。

1最近、肝炎になる人が多いのよ」と言つていたということは、医師も何らかの疑間を持つていたのではないかと
思います。又、その後、危険だということで、使用中止になつたのに、何も連絡がなかつたことには、少し無責任
さを感じています。新鮮血を使用したことについては説明もあり、母子手帳、保険金請求のために記入してもらつ
た診断書にも記載がありましたが、血液製剤を使用した事は、手術中で意識がない間に使われたこともあり、説明
もなく、母子手帳等にも何も記載がありませんでした。ただ、カルテの手術記録に残っていたのが幸いです。命を
救うための手術をしていただいた事には、本当に感謝しています。

許すことができない。

産科の先生は、早くに、フィブリノゲンを打っているので、検査を受けるよう進言 してくれました。体調は良かつ
たのですが、 「悪かつたね～、悪かつたね～」と、何回も言われました。誠意のある医師だと思います。
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私が使用された当時は、医師も肝炎を起こすという認識がなかつたので、医師を責めるつもりはありません。私の
医師は知らなかったけれど、アフターケアをして下さいましたし、訴訟に関しても協力 して下さいました`使 用し
たから、私の命が助かつたのだと、今でも思いたいです。

26年前の事なので、医師もフィプリノゲン製剤について、どの程度理解 していたのか?説 明がなくても仕方がな
かつた と思 う。

医師の都合で計画出産させられたことが、全ての根源だつたと思 うことがあります。 「陣痛がないのに、入院 して
出産」は不自然です。その提案を拒否できなかったことが、今でも悔やまれます。医師の対応に、不満、許せない
思いを痛感 しています。

当時は、出血の際、効果のある薬と信 じて使用 していたようなので、仕方がなかつた事と思いたいです。

感染はしてしまったが、フィプ リノゲンを使用 しなかつたら、命はなかつたかもしれないので、複雑な気持ちで
す 。

出産からずつと入院 (3ヶ月半)し ている間に、急に先生が退職 してしまったことの理由、及び説明がされないま
ま、今に至っていることが、とても不安です。

92 私の場合、緊急事態だつたため、フィブリノゲンの投薬に関する説明をする機会がなかつたのではと、個人的に推
察 していますが、事前説明があってしかるべきだと思 う。

止血目的で使用されたことは理解てきる「τttτ:肝炎が発症する恐れがあることを、きちんと伝えるべきであつ
た ^

説明もなく投与され、一生を不安に過ごさざるを得なかったことに、悔 しい思いをしている。半面、命が助かつた
ので、仕方がないかとも思 う。

79



9〔 心臓機能ll■害 (弁置換)手 術をした当時は、その薬、その方法 しかなかつたのかも知れないので、医師を恨むつも
りはありません。

9( 1986年10月に心臓手術をしました。約 lヶ 月の入院でした。退院の時、担当医師は、 2、 3ヶ 月すると身体E証
のできない倦怠感を感 じるかも知れませんので、その時は必ず知らせてほしいと言われました。 しかし、私にはそ
んな倦怠感は、何もありませんでした。それから6年 目になつて、近くの個人診療所で、血液検査をすぐにしま
しょうと言われました。心臓手術をした患者さんは、血液検査をする必要があると告げられて、その時にC型 肝炎
と分か りました。手術をした医師は今は故人ですので、フィプリノゲンを許可 した厚労省 と製薬会社に対 して、強
い憤 りを感 じます。故人となつた医師に対 しては、今は何も申し上げることはありません。むしろ、心臓手術の成
功に感謝 してお ります。

9 薬を使用 した事を説明 してほしかつた。

9〔 忙方がなかつた と、当時は思 うように しま した。そ うでない と、や りきれない。

9≦ 当時は、医師も安全な薬と信 じて使用 したと思う。医師もある意味被害者だと思う。

10( フィプリノゲンの使用について、知識、技術が十分ではなかつた。

101 手術時、出血が多量だつたと聞いており、止血に製剤を使用した (製剤の使用は、知らされていなかつた)と 思い
ます。当時は仕方がなかつたと思い、医師には特に恨みはありません。

10乏 lllL液製剤 を安易に使用 していたのな ら、残念です。

Ⅱ
　
　
　
一幽

産科の先生からは、一言の説明もなかつた。母子手帳にも書かれていなかった。一言説明がほしかった。命が助
かつたんだから、良じと思いなさいと、しょっちゅう言われた。

製剤の有効性を知っていて使つたのかどうか、聞いてみたいと思 うが、確認できないでいます。

10〔当時の医師に対 しては、何とも思いません。

10〔 光に亡くなつているので仕方がないが、薬のリスクを告知 してはしかつた。

107 当時、使用 したことは、仕方のないことだと思いますが、その後、証明をお願いした時、病院長が、病院が使用 し
たことも、患者に投与 したことも覚えていないと言つたことに、腹立たしさを感 じました。

10〔私や家族に対 し、輸血時の説明を全くしなかつたことと、輸血後の血液検査も行わなかつたことは、医師としての
義務を怠つた結果であり、非常に残念な結果だと思 う。人の命に携わる医師は、きちちんと説明してはしかったで
す。

10( 医師の判断で、出産時に使われたフィプリノゲン製剤。子供が誕生 した喜びが一転 して、その後、爆弾を抱えると
は思いませんでした。

殺 したい。

112

出産の時の緊急の止血剤だつたので、仕方がないことかもしれないけれど、たった一度の製剤で、長い入院生活や
インターフェロン治療など、とても辛い人生を送り、今でもまだそんな生活をしています。

投与時は、良かれと思つて使っていたと、その時の医師に聞きました。肝炎のリスクは知っていたけれど、止血を
して助けたかつたと、正直に話していただき、納得しました。

国 と企業の問題で、医師に対 しての思いは、良くも悪 くもない。

当時、医師も、血液製剤が月干炎と関係があることは、判つていなかったと思 うので、恨む気持ちはありませんでし
たが、その後、カルテ開示、薬剤使用証明に関して問い合わせた時の態度は、まるで非協力的で、嘘をつかれたこ
ともあ り、良心の呵責はないのかと、腹が立ちました。

使用 してはいけない製剤 と知って使用 した行為は、腹立たしく思 う。

その方法がベス トだったのならば、仕方がないという気持ちもある。

血液製剤をやたら使用 し、感染被害拡大 した知識不足。責任を感 じて、もつと勉強 してほしい。

子宮筋腫の摘出手術は、それほどの大手術とは思わず、 lヶ 月もすれば、また元の生活に戻れると信 じ、主治医に
託したのに、医師は、フィプリノゲン製剤の恐さなど全く認識がなかったのに、がく然とした。
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多量出血のため、命の危険と比べると、フィプリノゲンの使用は、仕方がないとは思つています。 しかし、使用す
る必要が確かだつたのですか?問 いたいです。

その当時は、それ しかなかつたのでしょうか ?助 けていただいたのに、言えることではないのでしょうが。

命を助けていただき、ありがたく思つてお ります。

当時は、フィプリノゲンを使用する手段 しかなかつたと思 うし、私を一生懸命助けてくれたので、感謝の気持ちし
かありません。

度つていいものか悪いものか、よく確認 して使 つてほ しかつた。

当時は、その治療が最高だとして、使用 した と思 う。

目分目身が、22年前にC型 肝炎に感染 した事を知らなくて、つい数年前の血液検査で分かつた。その当時分かつて
いれば、 3人 目の子供を、生まれて 2時 間で亡くす事はなかつたと思います。

亡くなられましたが、事前に、カウンセリングや気になる事とかの対話が沢山あれば、違う方向だつたかもしれな
いと思います。

出産時、危険な状態だつたので、使用は仕方がなかつたと思われる。

命を助けるための事なので、しようがないとは思いますが、もうちょつと考えて使つてほしかった。    |

当時は、これ らの薬が止血剤として、優れた薬とされていたので、使用したこと自体には責任はないと思つてい
る。 しかし、手術後に血清肝炎となっていても、それ とC型 肝炎問題が結びつかず、気付かずにいる患者もいるよ
うなので、使用 した医師側からもつと、働きかけをお願いしたいと思つている。

帝王切開時、出血多量で、
だつたと思います。

lもう覚悟 して下さい」 とまで言われたそ うです。その状況を考えれば、仕方のない事

私の一生を、元通 りに してほ しいです。

その当時 としては、仕方のない事だと思つている。

産後、すぐに医師から肝臓障害を起こすかもしれないと、言われましたが、当時は何の事だか分かりませんでし
た。その当時、医師がその事を分かつていたなら、お産前に話をしてほしかった。

人命のためと言 うが、それが本心であったのだろうか。

フィプリノゲン投与の副作用は、内科の医師により報告されました。418人の リス トに載つていたということで、I
19.H.24に、病院より話がありました。出産時、フィブリノゲンを投与した産婦人科の医師からは、何の説明もあ
りませんでした。内科も産婦人科も、同じ病院の医師でした。今ではカルテもなくなりましたが、時々、病院で会
う機会があつても、フィブリノゲンについては、一切話がなかったです。

どうして、本人の許可なく使用 したのか。前もつて、説明があつても良かつたのではないか。

当時は、医師にも周知 していなかったとはいえ、過去に疑いのある患者には、積極的に知らせてほしかった。

命を救うか、使用するのかの選択だったと言われると、納得せざるを得ませんでした。

当時… ては、最良だったのか?他 の薬ではダメだつたのかと思う反面、この薬で死なずに済んだと思う
と、複雑な気持ちです。

141

142

フィプリノゲンを度爪しなから更ら丁薫はこの世にいません。使用したことについては、何も言えません。

その時の治療法としては、最善を尽くしてもらつたと思つています。

フイブリフフτ弓夢雨こ¬両及ラ荒亜所憂 万菰 ■ttτ… 孫障がないと聞かされたので、その時は
納得 したつもりでした。

砕
　
　
　
一４

命あ画扇憂要霧爾百夏Tア7~ヲ丁フアフ夏訂百百万ぎる1を得なったと思います。製剤に対しての認識は、どの位あつ
たのかは問いたいです。

フィプリノゲン製剤が体に入つた次の日力Tら環薩薫翼画肩TattF夢 デ万1動 不万更て〒丁藻通妻裏野面画面了
言いませんで した。国でそ う決めたので しょうか ?
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した。 「なぜ、いつ、どこでC型 肝炎になつたの?」

出産後、簡単な処置のみで、通常よりも多少出血が多かつたからと、そのままの状態で分娩台の上に放置し康
にされ、医師は隣家の自宅へ帰つてしまった。その際、見習いの看護学生 1人が残 り、その間、更に出血が続き、
意識不明の状態になつて、家族の訴えで慌てて治療にかからた。医師が適切な処置、経過観察等をしてくれてさえ
いれば、肝炎にならずにすんだはず。今回の訴訟に対 しても、必要な書類提出を拒否 したり、人間として許せない
ような人が、今でも平然と医師を (医療)続 けていること自体が、絶対に許せない !!他 人事のように、人命を軽
く考えた国や製薬会社に対 しても、同じ気持ちである。

ったので、しようがなかつ に恨むことはあり

したのだと思 う。私の場合、病院の金庫にカルテが保存されていて、とて
している。                  ′

の :かJの 字も、ミドリ十字の Iミ」の字も見たくなかった。何軒も医者を廻つたが、
ど驚き呆れる対応だつた。

助けるために、国で認定した薬品を使用 した医師に対しては、何も言 うことはありません。

、C型 肝炎に感染するとい うことを知 らずに使用 したので、仕方がない と思つています。

に使用 したことは、許せない。

、止血剤 として、知らずに使用 していたので、仕方なかつ

医師は、よく分かつていなかつたのではないか と思 う。今でも、 になつている。

るために使用されたのだから、医師に対 しては何も思わない。

にあたつて説明な し。便用後 も説明な し。命に別状がないのに、なぜ第Ⅸ因子を使用 したのか。
の身内にも使用するのか聞きたいですね。

の処置 としては、仕方がなかつたかも知れないが、きちん と説明 してほ しかった し、肝臓 に影響があることな
ど、詳 しく教えてほしかった。薬害の事など最近の情報を知った上で、治療にあたつてもらいたい。

助けてくれてありがとう !

出産直後は、血液製剤を使用した事を知らずに、輸血したことで肝炎になつたのは仕方がない、治療をして治れば
いいのだと、楽観的に考えていた。 しかし、肝炎は急性期から慢性期へと。・・。次第に不安でいつぱいになりま
した。今から先、進行していく病気と向き合い、妻として母親として、やつていけるのか。肝炎は感染症の病気で
あるがゆえに、その苦悩は筆舌しがたいものがあった。この20数年間、助けていただいたことを感謝するよりも、
こんなに苦しむのだったら、なぜあの時に死なせてくれなかつたのだろうという思いです。特に薬は、人を幸せに
も不幸にもするものです。製薬会社との馴れ合いが、結果原因となります。私達のような患者をださないように、
取り組んでほしいです。

のように使い、患者を無視 し、使つた事さえ知らされなかっ

フィプリノグン製剤を使用せずに、救命する方法がなかつたかどうかを問いたい。

緊急安全情報を早く知っていてくれたら、使われなかったかもしれないと思 うと残念です。早く情報を知
してほしいと思 う。

されたことは、訴訟を起こした時、カルテを見て初めて知 りました。とにかく、
で、子宮摘出し、生死の境を越えての事で、肝炎も輸血後肝炎と聞いていたので、医師に対 しては、命を助けてく
れた思いで一杯でした。今も、医師に対 しては何 とも思つていません。

当時、フィプリノゲンで肝炎が発症することを、医師は知っていたのではないかと思 う。同じ産婦人
で、フィプリノゲンによる治療で発症 した人が、私以外にもいたからだ。国が、使用中止や男1の治療方法などを迅
速に、強く指導 していたら、肝炎の感染は防げたと思 う。医師は、人の命 と直接向き合つているのだから、安易に
使ってほしくなかつた。

効くと言われて (製薬会社)使 用 して、結果NGだった時点で上へも (国、              、 早急に
追したり、今でも謝罪できていないのは何なのか。それも大部分の医師がそのままということは、人道的にも劣
る。

許せない。恨んでいる。
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16〔医師からは、出血を止めるために使用したと聞きました。そう言われると、医師を恨むわけにもいかないとも思い
ます。

当時、医者は薬害の認識はなかつたと思 うので、未来に向かつて治療法の研究等に、努力していただきたい。

仕方のない事だつたのかなぁと感 じる。

1987年後半には、フィプリノグンの使用中止をしている外科医が大半であったにもかかわらず、不勉強で使用した
医師、病院に不信感を持つた。

青森の集団感染の 3ヶ 月後に投与されたことに、憤 りを禁じ得ない。医療現場での安全確認を怠らないよう、徹底
した下さい。

フィプリノゲンを使用 しなければ、出血多量で助からなかったかも分からないと思 うと、複雑な気持ちです。

医師は、フィプリノゲンを打てば肝炎になることは、知っていたと思 う。でも、打たなければ患者が死ぬかも知れ
ないと思つて、打ったのだと思います。

当時としては、やむを得ない処置だつたと思 う。悔やんでも、以前の体には戻れない。命を救つてもらつて感謝す
るべきなのかなぁ?

分からない。本当に分からないんです。

使用薬剤について、よく勉強していてほしかった。

たとえ緊急だったとしても、副作用の説明はしてほしかつたと思います。家族も待機していたのですから、どちら
かを選ぶとしたら、家族からの輸血を望んだと思います。産後退院する時に、医師から 「もしかしたら肝炎になる
かもしれない」と言われましたが、それでは遅すぎました。

フィプリノゲン
リを感 じる。

′なければ、手術ができない状態ではなかった。安易な医師の判断によつて使用された。憤

われ

医師には何とも思つていません。私の場合は、C型 を教えてくれた先生に、 「治つたからいいだろう」と
がく然とした。医者の中にも、自分の事 しか考えていない人もいるんだと感 じた。

当時はとても許せ下丁`気持ちでしたが、今は、医蔽 5意味被害者だつたのかもという思いになってきました。

使用後に出血が始まったのだか ら、予防のために と、使わなくてもよいものを体に入れ られたのに、 「生命 を助け
るためには、仕方がなかった」 と言い訳 しないでほ しい。生命 を預かる者 として、責任 をもつて医療に従事 してほ
しい6

命を助けていただいたので、感謝 しています。

その当時では、仕方がなかったと思 う

18〔フィプリノゲンを投与 した時、それ以外に私の命を救 う方法はなかったのかどうか、聞きたいです。 しかし、30年
以上前のカルテを保存してくれたおかげで、和解できたのは良かつたです。

いつ進行するのか、いつも不安がつきまとう。インターフェロンの治療を受けるのが怖い。

その当時百、止血剤としてフィプリノゲンが常用されていたと思うので、仕方ないと思つています。

駁
　
一應

使用する時に、明確に使えてほしかった。良い薬があるからだけだつた。

昭和44年頃の事ですし、その時は医師も分からなかったと思います。私の命を守るため、仕方がなかつたのだと思
います。

Ｈ
　
　
　
一‐９‐

一

正面万百万百ヲ7刀 フ
‐
ゲフ百覆万層万雇不可てI茄 瓦翼 ]マぎ〒「覆ちていな|デれ7ま丁天理正面頁預荻天TT

たのかも知れません。C型肝炎になって大変ですが、それも運命かなと思います。               ‐

m雷 硼 鷹 覇 瑯 爾
而 百 T砺 函 面 =`可 「

甲
吾藤 7爾 蔽

司

止血のため、任万がなかったのかな。でも、もし力丁してi筆う医師であったなら、違う万法をとってくれたのか
  |も・・。と、ちょっと複雑な気持ちである。

出血がひど万≡死罰チこ
~理

鵬雨瑠稲「だ万更T恵 石覗
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出産中に、何も分からない時に言われても ・・・?こ のような医師、病院スタッフを信 じられません。

害があると解つた時点で、すみやかに使用を中止 してほしかったです。私の場合、時期が解 りません。

19〔使用 して肝炎になる人が多いので、検査をさせて下さいと言われたが、分かつていたら使用しないでほしかった。

191 質問に答えてほ しい。

この薬を使用した時は、私の命が危なかつたので、助けてもらい、医師に対しては、有り難がつたと思つてい「
す。
当時の治療法としては、最善方法だつたと思いますので、責任は問いかねると思います。

医師は、患者に十分納得できる説明をしてほしい。

産後の急な大量出血ため、第 1に 救命、
ので、担当医には感謝 してお ります。

第 2に 子宮温存のために、ありとあらゆる止血方法を試みられた結果です

20乏その当時として、最善を尽 くしてくれと思 うので、憤 りは感 じてはいません。

20〔 当時としては、認められていた製剤であつた し、効いたのか効かなかつたのかは分からないが、生命を助けてもら
い感謝 している。

当時は無知で仕方がなかつた。

あの時代、この方法 しかなかつたのだろうと思つた りもします。

当時、もう少 し分かりやすく本人、家族等に説明してはしかつた。本人は急だつたので、家族にはきちんと。

207 当時は、エイズも感染の恐れがあつたのに、予防的にフィプリノゲンを使用 したことに、今でも許せない気持
強い。父や夫が医師でなければ、訴訟も考えたほどです。

当時としては、止血目的に使用 したのだから、仕方がなかったと思いますが、使用 したことも告げられず、ま
て、危険性について何の説明もなかつたことについて、とても憤 りを感 じます。

20( お医者様には、私の命 を助 けて くれたことに、本 当に感謝 しています (すごい出血だったので)。

出血を止めるのに仕方がなかつた。

22年前に手術を受け、途中出血多量のためフィプリノゲンを投与。医師からの説明もなく、
と思つて諦めて下さいの一言でした。今年 1月 、肝臓がんが見つかり、1/期干臓を切除 しま
つけて良いのか。

入院生活 7ヶ 月。災難
した。この怒 りを誰にぶ

仕方のなかつた事だと思 うし、
れた事には感謝 している。

カルテが保存 してあった事、こちらの申し出に対し、病院側が誠実な対応をしてく

国の許可で使用 したので、仕方がないと思 う。

当時としては、やむを得ないと思う。

２‐５

　

一
２‐６

個人医院の医者も、常に薬の事を勉強 してほしいもので,。

説明もなく使用されて、何十年も気が付かなくて、自分はわがままで身体が弱いと思つて苦しんできました。それ
も2回 も使用されて 。・・。先生方は、自分の家族にも使用するのかしら?と 思いました。後でどうなるのか分か
らないものを使用する時の気持ちはいかがなのか、知 りたいと思つています。

薬害がある事を分かつて使用 したモラルを問いたい。

使用 した時は、この薬を使わなければ命がなくなると思い、使つたのだと思います。まさか、このような事になる
とは 。・・。医師からの連絡でこの事が分かり、これからの自分の生き方を考える機会を、与えてもらつたように
思います。

当時使用 した事実を隠さず認め、それを使用 した患者に、少しでも早くその事実を伝えるべきではないか。

医師は関係ないと思います。
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その当時は、この治療がベス トと思われて処置されたと信 じていますので、医師に対 しては、何も甲し上げること
はありません。

説明もないまま使用され、感染した事には納得がいかない。でも当時、国の対応だつたことが、一番の問題だと思
います。

出血多量で生と死の間にあり、やむを得ない事態だと思 う。この件に対 して、生命が助かつたことを感謝しなけれ
ばならないと自負 している。

知らずに使用 したことで、恨むことはできませんが、残念です。

妊娠中毒症になり、入院 していました。34週日、少 しずつ出血 したにもかかわらず、外来があるからと診察 しても
らえず、点滴をしながら、先生が来るのをずつと待っていました。不安で不安で 。・・。数時間後、突然大出血 し
て吐いて吐いてと悪化 したら、やっと先生が来て、急遠帝王切開になつたが、その時にフィプリノゲンを使用され
た。悲 しいことに、やつとできた子は体内で死んでしまい、今でも重いものがある。もつと早く出してくれていた
ら、生きていたのに。 「ドク ドク」と鳴つた心音が、今でも耳に残つている。

担当医師から、当時の止血剤としてはフィプリノゲンが一番良い薬だと開かされ、命が助かつたんですよと言われ
た。命を救つていただいたことに感謝 しています。

産院は、 「出血多量で死ぬより、肝炎でも生きていてよかつたでしょう」という考え、態度だつた。逆らえず、と
ても悔しい思いだった。説明もなく、何も分からないまま感染していた。

フィプリノゲンを使われていた事を、原告になるまで知らなかつたので、もつときちんと説明してほしかつたと思
つ。

私の場合は出血多量で、もしフィプ リノゲンを使 つていなかつた ら(38年 前に死に至っていた と思つてお ります。

どうしてあの時フィプリノグンを使用すること、他人の血が入つていることを、
lヶ月近くも高熱を出し入院 していたのに、原因不明の熱ということで終わり。
たので しょうか。

言つてくれなかつたのか。使用後
本当に、感染を疑うことはなかっ

ずつと仕方がないことだと思つてきた。医者は懸命に治療 したという思いは今もあるが、ただ、現場の医師が薬や
治療に対 して、もつと学習したり、疑間を持つことはできなかつたのだろうか、とも思つた りする。

薬の事は医師は知らなかつたし、私に薬害患者ということを知らせてくれたので、感謝 している。

治療上、仕方がなかったとは思 うが、薬に対する知識を、もっと持つべきだと思 う。

当時の状況を考えると、仕方がないのかなと思 うが、フィプリノゲンを使 うことに対しての リスクがどの程度あつ
たのか、医師が知つていたかどうか知 りたい。

命の恩人です。

投与 した時点で、肝炎の危険性を知らせてほしかった。
が検査 したからか、肝炎を発見してくれなかつたので、

産後の lヶ 月検診で、すでに尿が茶色だつたのに、助産婦
治療が遅れた。

２３‐
　
一騒

使わざるを得なかつたのか、複雑な気持ちです。

その時は、フィプリノゲンを使用することがベス トだったと思います。

使用を許可してしまった国の責任が重く、医師を責めることはできないように思います。

立場上、追跡調査石顧更正戻玩夏戸〒頚】瓦

241

242

知識不足と事なかれ主義の医師に力鋼くらざるを得ない状況。安易に、簡単に使用することについて、医師免許を安
定した高給取りの免許とせず、日々適性が判断できる免許 (更新制)に してはしい。

面肩晋蒔藪い て顧石万Tらπあてゃむを得ないが、薬害と知った時点で、病院全体で通告の要があつた。

あのは 瓢あ石雇爾責爾罰研罰百で下雇ちた事で、当然の措置であつたと思います。

本当に必要であつたか、後の事を考えて使用してほしかった。

その当時は、仕方のない事だったのかもしれないが、使つた事に対しては、悪い事をしたと思つてほしい。
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私は当時、フィプリノグンがどういう薬剤かというのを、まつたく知 りませんでした。医師の説明もまつ
ませんでした。

出産時の大量出血に際し、命を救おうと必死に努力していただいた担当医には、今でも感謝している。ただ、日
医療の中でも、最良の医療を提供しているのかということを、意識していただきたいと思う。

ていただいたので、感謝です。

つヽたとも考えられるが ・・・。

当時は、その方法が一番艮いと思い使用 したのであれば、仕方がないのかもと思 う。カルテを公開してくれたこと
に感謝 している。

で しまい、悲 しい思いを している時、私が助かつただけでも l感謝 しては しい」 と言われ、す ごく
ショックで した。

するために、懸命だつたと思います。自分の状態が悪くて聞けませんでしたが、母親には肝炎が出るかもし
れないと説明があつたとのことです。C型 肝炎とは知 らなかったので、すぐに治ると思つていました。

日)が お盆に重なるため、無理に陣痛促進剤 を使用 された怒 りもある。

螢かつた と思います。

をヽしなければ命がなかったし、とても複雑です。

どの方でも仕方がなかつたことで しょう。でも、自分の家族には使つたで しょうか ?

になつたのは悲 しい事だけれ ど、死ぬか生 きるかの手術を していただいて、今まで幸せな時間を過 ごせてこれ

医師の言葉から投薬に至るまで、患者は治ることを信 じて治療を受けます。快方に向か うと信 じて、命懸けで
に臨むのです。だから裏切らないで下さい。こんな悲劇は、どうか繰 り返さないで下さい。

に関わる大手術でのことなので、仕方がない と思います。

の医師としては、仕方がなかつたと思います。

出産時に使用されていたのですが、長女を産み幸せに思えますが、現在まで病気との闘いはまだまだ終わつてい
いことを、実感 しています。死に至るまで、娘 2人 に世話をかけるのですから、本当に胸が痛む思いです。

には今も診察 してもらつている。90%以 上無理だつた手術が成功 して、現在に至っているので、感謝 していま

一時体がだるくて寝てばか りでした。でも今は少 し体調がましで、がんばつてお ります (母の介護)。

じ位の出血だつたのに、第 2子 の時にどうして使 つたのかな ?と 思 うこともあ ります。

した病院は、何人 もの肝炎思者 を出 しているのに、漫然 と同 じ薬を使 う。薬の使用に、もつと責任をもつ
べきだつた と思 うし、発症 当時、責任を患者側に押 し付け、責任逃れを した対応に、今でも心底怒 りを覚える。

f重く受け止め、丁寧に説明をしていただきたい。

:の時の治療方針に文句を言 う事もないが、医師に対 しても怒る気持ちもない。

産時の出血の止血剤 として使用 したであろ う 。・。と思つていたので、その当時は仕方がなかつた と思 つてい

いかった と思 うので、何 も思 つていません。

命を救 うためには、それ しかなかつたのかなぁと、いつも思つています。

てこの病気の苦 しみや悲 しみを味わうのだったら、知らずに去った方が良かつた。

その時は、その治療がいいと思つてして下さつたと思いますので、仕方がなかつたと思います。

86



当時の医師は、この薬が危ないものだと分かつていたのか ?不 明なので、医師に対しては何も言えません。私の場
合大量出血で、すごく良いチームワークで治療 していただいて、とても感謝 しています。

その時には、その処置が一番良い方法だつたのだと思う。その処置のおかげで、私は助かつたのだと思うので、医
師に対しては責める気持ちはない。

使用前に説明してほしかった。使用前にできなかつたにしても、使用後速やかに患者に対 し、説明責任があつたの
ではありませんか。16～17年も経過 して、それを書面で知 らされた。人の命を預かる立場の病気、医師の質を問い
たい^

治そ うと思つて使用 したので、仕方がなかつたと思 う。先生は知らなかつた事でしょうから。

コが認めていたのだから、仕方がないと思 う。

28( フィプリノグンは当時、止血目的として使用されたので、仕方がないと思 う。

28 命を助けるために投与されたもので、医師には特に責任はないと思いますが、当時は、C型 肝炎がどんな病気か分
からなかったので、仕方がなかったと思つてお ります。

281 出血多量で、止血目的の治療をしていただくことには、全く不満はありません。ただ、専門的に知識のある方や多
くの情報が集まる機関に対しては、納得がいかず残念でなりません。

28( 当時、医師の方々も、この製剤に関しては、ただ必要不可欠な物としか認識 していなかったので、責めることはで
きない。

全国的、世界的な問題で、医師に対しての意見はあるが、その薬の使用を許した国に対して言いたいです。

産婦人科医は、私の命を救 うには、フィプリノゲンの止血剤を使用するしかなかつたと言いました。産婦人科医も
被害者なのかなと思います。

28( 医者は皆いい方でした。現在もよくして下さり、尊敬もしています。病院は、素晴らしいスタッフで感謝です。

281 S62年 当時としては、使用されたのも仕方ないと思 う。少なくとも、悪意ではないでしょう。

寂
　
　
　
一Ж

Cいました。何の説明もなく、検査もなく過ぎていきまし

本当に必要な治療なのかを判断 してから、使用 していた

29C オペの医者は最良の手術で、早期社会復帰を目標にしてくれましたが、製剤問題の認識はなかった結果である。
ショックが大きい。

29 残念な結果となりましたが「当時、手術や治療等、一生懸命やっていただき感謝しています。

291 当時は、フオフ丁フアフ璽罰を使用するとは聞いていなかつたし、まだ分からない時代だつたと思うので、仕方が
ないとの気持ちもある。心臓手術の上血剤には、効果があつたということなので、理解はしている。

29〔 当時としてほ… 持たせることはできなかったと思 うので、医師に対する気持ちは何もない。カルテ等
情報提供に協力的で、好感が持てた。

29Z 責任ある説明がほ しい。

既
　
一薇

入院時に熱がでて[薬 の副lff用ででているのに、製剤使用が分かつた。何で教えなかつたのだ

医師もよく分かってい石不可更更 思うので、やむを得ない。

以前はウィルズ雨ヽ から石かったので、仕方がないと思いますが、それより、輸血のし方を変えてほしいです。ま
ず最初に自分の血液を200cc～400cc取つておけば、このような問題は減ると思います。たとえ使用しなかつたとし
ても、検査済みの血液だから、ウィルスがあるかないかも分かりますし、本人にとつても安心だと思います。

安全なものを使用 してほしかった。

29〔 当時、私の命が助薦 たIと 。ィンターフェロンで、少しは良くなりました。

30( 肝炎に感染する可能性があることを、話してほしからだ:
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l知つてて使 つたの ?」 どんな気持 ちで使つていたのか知 りたい。

301 その他に出血を止めることができなかつたのか ?

本当に知 らなかつたのな ら仕方がない。通選を乱発 しすぎる国 (厚労省)の せい。

医師に知識があつて、この薬を使つたのか問いたいが、もう他界されていて、真意は分からない。

30〔薬の副作用について勉強 してほ しい。使用 しなかつた医師 もいる。

30( 出産時に命は助けていただいたが、今後なりうるであろう病気の事を、しつかりと教えてほしかった。

301 もし使用 していなかつた ら、出血多量で死んでいたか も知れない し、複雑な気持ちです。

使用す る前に、説明がなかったのは悔 しい。

製薬の在庫があうたからと、使用 してほしくなかつたし、説明もなしは絶対に許せない。

医師に対 しては、何も思つていません。当時の一般的な治療であったと受け止め、精一杯治療 していただいたと
思つています。

生きていることに感謝 しています。

３‐

　

　

一
３‐

大動脈瘤の大手術で、命を救つてもらえたことに感謝している。当時の医師がフィプリノゲンの危険性を短覆さπ
ていたかどうか分からないので、責める気持ちは全くない。

医師も肝炎の重大さが分かつておらず、気軽に使用したと思います。正確な情報が伝わつていたら、使用しなかつ
たかもしれません。

出産後、縫合不全で出血 し、再度縫合 し、出血量が少なく、点滴されて気分が悪いから止めてほしいと頼んだが、
鎮静剤を打たれ、フィプリノゲンを打たれたのが、昨日のように思い出され、病院に何回か連絡 したが、対応が悪
く、今でも不信感が残る。

止血のために投与 したので、仕方がない と思 う。

フィプ リノゲンの投与の説明が、当時されなかったように思 う。詳 しく説明 していただきたかった。

何故使用 したのか?使 用 しなければいけなかった理由。

どうしてフィプリノゲン製剤を使ったのか、説明がほしかった。出産後 lヶ 月検診の際、血液検査をしてほしかっ

緊急の治療は時間 との闘いですが、治療の説明、特に治療の リスク等の説明、同意を取ることの徹底。

使用 した医師は、当時、フィプリノゲン製剤の危険性をどれだけ認識 していたのか分からないが、投与する時、リ
スクの説明をしてほしかつた。

手術をする前にフィプリノゲンを使用するという説明はなかった。輸血は受けてない。診療記録に出血の有無は記
されていない。私の場合、フィプリノゲンを使つて止血する必要があつたのか、疑間に思 う。使われた事が残念で
たまらない。

仕方がないことだと思います

分かつていて使つたならば、人として、医師としてダメだと思 う。

当時はやむを得なかつた と思 つています。

優秀で誠実な医師。当時、
時報告 してほしかつた。

適切に治療 して下さつたと認識 しています。ただ、フィプリノゲン認定の1987年の認定

３２６

　

一
３２７

輸血をした時もフィプリノゲン投与の時にも、本人、家族に何も話がなかつた。

出産時の大量出血だったので、仕方がないと思いま した。

仕方がなかつたのでは。事前に相談してほしかつた。
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当時とすれは、止血剤がなかつたならlt‐、私は現在生存 していなかつたと思つています。当時の先生は、この止血
剤を信用 して使用 したと思っています。

外に別の薬がなかつたのか ?

生きるために使つた薬で、その命さえもなくなるかと思つたら、悔 しかったけれど、医師に対 しては何も言 うこと
はありません。

生命 を守るための手術だったので、仕方がない とは思 うが、できれば、説明 してか ら使用 してほ しかった。

知つていて使っためが分からないが、当時としては、一番良い治療だと思つていたのかも。仕方がないかなと思つ
ています。

33′ 当時としては、最善だっためだろうと思つていたし、今まで生きて来られたと思つています。

使用 した時、どの程度の情報を知っていたのか、正直な話を聞きたいと思いました。

出産時、胎盤剥離で、残念ながら子供は死産して、母親 (私)も 相当危険な状態だつたと、開かされてお りまし
た。その当時、肝炎について、病気の怖さは自分なりに知っていたつもりでしたが、ひきかえに、命をいただいた
事に対 して、犠牲あつても命だつたのかなと、仕方なく自分な りに納得 しておりました。

出血が止まらないので、フィプリノゲンを受けたので、先生は恨まないが、23年経つても悔しいです。

はつきり言つてがっかりしました。信用がなくなりました。患者が賢くなつて、豊かにならて成長 したい。

悪意が全くない先生なので、医師には恨みはありま運■。

何故、感染の危険性を知 らなかったのか。止血に効果がないことを知らなかつたのか。知る努力をしてほしい。

34 医師は誠実に対応 してくれていますが、もう少 し早く告知 してくれたらと思 うことがあります。

34乏あの時大量出血して「ヲ7ヲ 丁アフフ裏罰てτ幕砺藤葛騒〒更醍両蒔萩五万三から、使用しても仕方がなかつたと思
います。

34〔 爾 … … 護 繭 ばかりで隠してしまう。ずるい。

34Z 命を救 うための投与だったかもしれません。 しかし、肝炎ウィルスに感染することが分かつていて投与されたの
は、とても残念なことだと思います。医者が患者を作つてはいけない。とても悲 しい事実です。

母が姉を出産 した時に投与され感染 したのですが、当時、投与後の検査や説明がなかったために、自分が母子感染
させ られた事に対しては、非常に遺憾です。医師としてなすべき事は、きちんとやってほしかったです。

当時、現場では、止血剤 として有効とされていた製剤であるし、私を助けようとして投与したのだから、医師に一

切の責任はないと思 う。一生懸命の救命行為に感謝 している。

341 「 薩                         =

リスクを知っていたのか ?

感染する危険¨ た上で、投与したと信じたいと思つています。第Ⅸ因子製剤による被害者は、フィブ
~

リノゲンと比べると少ないので、多くの被害者が発見されるよう、努力してほしいと思います。

肛
　
一３５‐

当時は、
‐
南 情報に対して知識がなかったのだから、医師に対 しては別に何とも思わない。

薗 蔽 所 洒 藤 7万 可 蒙 が覇 憂 頭 顧 受 て 可 天 いろいろと協力 してもらつた。出産時なので、仕方がな
かつたと思う。

本当に必要な治療方法だったの力`?当時「私達も輸血の危険性の有無を知らていたので、説明があれば拒否したと
思う。医師の第二者的な態度が腹立た しかった。

35[ 当時、製剤を使用 した事や詳 しい説明は受けた記憶がなく、命を救 うためには、仕方がなかったと思 うしかありま
せんでした。

その時はきっと、命を救お うとして使われていると思いますので、医師に対してはありがとうございますの心をな
くさないように、自分に言い聞かせています。何度考えても、その時私は死にかけていたようで、確かな事は、生
命を救つていただいたとぃ ぅことだと思っています。
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つて投与 したのが分かつている。 しか し、止血効果はなかった。担 当医が一番 ビック

りして、早急に他の上血に切 り替えて (子宮収縮剤)、 命は助けていただいた。裁判でも証言してもらった。

産婦人科の医師は、国が認可した薬を使用 しただけで、当然i
で集団感染 していたことなどの情報は入つていたと思 うので、

任はないが、私が出産する前には、青森の

いては協力的だったので、感謝している。
慎重な取扱いをしてほしかった。 しか し、訴訟にお

にこの製剤を使用 して、本当に効果があると思つていたのか、それ とも、金もうけのために使用 していたの
か。人の命を何とも思わない、本当に無責任な行為だつたと、今でも医師を怨む気持ちでいつぱいだ。

で協力 してほ しい。

効果がないと思わなかつたのか ?
〕ように転院させられた方がいた記憶がある。

について、一切説明がなかつたこと、又、止血後に
したこと。418リス トに該当しているので、医師には強い怒 りをもついる。1988年回収された時点で、投与の事実を
告知してほしかつた。謝罪 してほしい。

してほ しかつた。先生 としての 自党がない。

でほ しい。薬害 とい う認識を学んでは しい。

詳 しい説明がなかつた。書留で思いをぶつけたのに、返事をくれなかつた。

から投与の事実を告げられ、検査も勧めてくれたお陰で、治療もうけることができ、裁判にも参加できたこ
を感謝 しているが、フィプリノゲン投与については、当時としては、仕方がなかったのかもしれないが、避けてほ
しかった。

30年前は、使用 した医者も止血剤として、フィブリノゲンしかなかつたので、使用 したのではないかと思います。

命をもらつたと思えば、何 とも言えないが、証明を受取に行つた時、副院長より、 「あなたもやつかいな事になり
ましたね。

一生もんですね」との言葉。何を考えているのかと思つた。

よいまま使用 され、その後全 く対応力『なかったので、憤 りを感 じています。

の時は、フィプリノゲン製剤で止血できると思われていたので、仕方がないと思 う。

て医者の判断で使用 したのだが、その時点で、病院側は分からなかったのだろう。患者はとても
しい。

その先生が一番悪いとは言いませんが、ミドリ十字の●●には、ひとこと言いたかった。 自分もフィプリノゲンを
投与 してみろと !

出産後、肝炎であると内科で告知され、その直後に、産科の主治医に月干炎であると報告したにもかかわらず、後で
分かつた事ですが、私の後か らも同 じ産婦人科で感染者がでた事を知 り、なぜ、主治医はその時慎重に対処できな
かったのかと、悔 しくも残念に思 う。

用にはもつと慎重になってほ しかつた。

こ対 しては、私の命の恩人でもあ りますので、使用 した事に関 しては、何 も感 じません。 しか し、副作用があ
るのなら、説明はしてほしかつたです。

使用 した時の説明が、されていないのは許せない (ウィルス感染について)。

使用する前にリスクがあること、使用するということを、親に知らせてほしかった。

んでいない。
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38( 医Brpも私に対 して、必ず助けるとの思いがあつたと思 う。でも、F3まで肝炎が進んだ。誰を憎むのか ?運 命 としか
言えない。先生、カルテの保存ありがとうございました。

381 血液製剤を使用 した事を、早く伝えてほしかったです。

38, 当時、厚労省は、使用 しない時期になつていたのに、どうして使用 したのか、聞いてみたい。別の止血法はなかつ
たのか?

当時はその治療が最良だと、医師が したことなので、悪くは思つていません。ただ、その報告をされていなかつた
ので、それは?だ と思います。

38ζ 汚染された血液製剤 と知らずに使われたと信 じたい気持ちです。

38〔 本人ない し家族に一言説明 してほ しかった と思 う。

命を救うために使用したと思います。あの時は、仕方がなかつたと思います。

性方がない。

38〔 危険なフィプリノゲンをどうして使用 したのか ?使 用 したならば、最後まで責任を持て。平成元年12月に、なぜま
だ病院に薬が残つていたのか?ど うしても知 りたい。

使用したことでC型肝炎に感染するのが分かつていれば、使用しなかつただろうから、病院側もある意味被害者で
はないだろうかとも思う。

止血剤 として投与 され、止血 しない と助か らなかったので、先生に対 しては何 もないです。

感染の危険性を、真剣に考えてほ しかった。

391 近所にすつと住んでいたのに、若い時は引つ越 しもするが、もうちょつと本籍とかで、早く私を捜してほしかっ
た。

39〔命を救われたことに間違いはありません。あの時手術をしなければ、現在の私はありません。

39Z 使用された時期において、止血目的の使用
方がないと思 う。病院において、フィブリ

(大量の輸血と最初の手術の次の日に再度開胸された)だ ったので、
ノゲンが常用されていた?

製薬会社にしつかり確認をとり、
確認 してから、使用 してほしい。

本当にすべて大丈夫と確認を。又、国はそのことを把握 して許可しているのか

39〔 全国的に協力をお願いしたい。

先生は、薬や注射を理解じで便万天吾。患者は誰を頼ればいいのでしょう。

フィプリノゲン製剤を使われて3ヶ月後には、C型肝炎に感染が判明していたので、早く説明してほしかつた。

出産時、出血が止まらなくて、製剤を投与 しなければいけない状態で投与されたのは、やむを得ないのですが、
の後すぐに内科専門医に紹介 してほしかったです。

その当時、フィプリノゲン製剤を硬ちた医師は、本当に危険だと知らなかつたのか?それが知りたからたです。

リスクの説明をして、使用してほしかった。当時、肝炎の情報は医療機関全体に十分行き渡つていなかったが、エ
イズの可能性などの月干炎 リスクは、情報としてあつたはずなので。

402 自分の医師に対 しては、あま り恨みはあ りません。結果、こうなって しまったとい うことです。

４〇

　

一
４０

医帥は第Ⅸ因子製剤を使用 したことを、知らせてほしかった。

出産の何 日か前に、フィブリノゲン製剤をしなくてはいけなかつたんだろうかと、今でも思つています。出産時に
出血が多かったら、フィブリノゲンを投与すれば良かったのではないかと思います。

40[ 許せない。

やむなし。

401 前もって説明してほしかった:
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40〔 随用時は効果があると思つて使用したのでしょうし、カルテのことで連絡した時、すぐに快くカルテを送つて下
さったので、悪い感情はありません。

40〔 3年 前に、医師からフィプリノゲンを使用 したと説明があり、もつと早く説明してほしかった。

41( S62年当時は仕方のないことで、
い、有り難いと思つている。

医師に対しては何とも思わない。かえつて、原告としての訴訟に協力してもら

411 37年前長女を出産する際に、出血多量で危険な状態だつたそうで、フィプリノゲン製剤を投与されたことで、C型
肝炎になりました。その時代では、フィプリノゲンはきちんと解明されていなかつたので、医師も知 らなくて使用
したのではと思つています。そのため、このような事が三度と起きないよう、宜しくお願いします。

412 双胎弛緩出血、腔壁裂傷で出血が多く、生死をさまよいました。医師のおかげで子供の成長を見ることができまし
た。助けていただき、とても感謝 しています。

41〔 薬剤 を使 う時は、副作用に対 して慎重であつてほ しかつた。

悪い感情は持つていません。現在もお元気で仕事をしておられ、カルテはなくなつていましたが、その時の事を思
い出して下さり、協力的で感謝しています。

帝王切開手術をし、DICを起こし、当時止血のためには仕方がないと思つている。その頃、フィプリノゲンが禁止さ
れていない事が問題。

今後、絶対に薬害が起きないよ うに して下さい。

何 とも言えない。

41〔 その当時は、医師も必要な薬として使用していたはずなので、仕方がない。しかし、フィプリノゲンを使用した患
者をきちんと調べて、知らせるヽき。まだまだカルテがなく困つている人は多い。

その当時は、分か らなかつたのではないか。

42( その時は、安全だ と思われていたのだろ うから、仕方のない事だつたのかな。

私の命を救 うためだつたと思 う。

421 使用時は命に関わる状態だつたので、仕方がなかつたと思います。助けてもらつたことには、感謝してお ります。

42( なぜ、私が薬害を受ける運命なのか?製 剤を使わなければ、本当に命にかかわっためか ?な どの疑間を持ち続けて
いましたが (感染発覚当時)、 医師は定期的な血液検査等のフォローができていたので、すぐに感染を見つけるこ
とができ、完治 (早期治療)に つながつたので、今となつては、感謝 しているくらいです。投与の証明もすぐに書
いてくれました。

医師に対 しては、その当時では仕方がなかつたのだと思います。

その当時の医師は、自信を持ってフィプリノゲンを投与 した。今はフィプ リノゲンを投与した事を、自信を持つて
肝炎患者 1人 1人 に事実を言つてほしい。

説明は何もされていなかつたので、手術の前日に話 してほしかつた。使用 した場合は、何か症状が出るのか。
後治療をしてほしい。

そ の

当時 としては、仕方がなかつた と思います。

出産時の多量出血による生死に関わる状態の中での緊急処置でしたから、命が救われたこIへ の感謝だけで百だ
(昭和42年当時)。

製薬会社から症状に効くと開かされて、使つたのだと信 じています。実際使われた時期は、とても良くしていただ
きま したので。

431

35年前は、医学的に仕方がなかつたが、その後の責任追及をしてはしい。

使用された時がかなり前なので、やむを得なかつたと思います (S42年使用)。 朧気な意識の中で、 「この薬が
あつて良かつたね」と言 う医師と看護師さんの声を聞きました。当時は、止血剤としては役に立ったのだと思いま
・す
~。
                                                  .

432 私の場合、出産 した病院の先生の良心的な配慮で、20年前のカルテが残されていたため、和解ができたことが、あ
りがたく思つています。
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その時は仕方がなかつたと思 う。今生きていることの方がうれ しい。

43Z 先生には、すでに 3人 の子を取 りあげてもらつていた。
使われた。母体を助けるために使用された。その時は、
事はとてもショックだったが、特に、先生には何も言 う

死産により大量出血で、出血が止まらず、輸血と止血剤を
命を助けてもらつたと思つていた。その後、月干炎になつた
ことはない。

43[ 当時の処置としては適切だつたと思 う。やむを得ない。担当医師も薬害だとは知 り得なかったしずだから ・・・。

問題が生 じた時の対応など、早急にしてほしい。責任感。

手術のため使つたのは理解できますが、他の止血剤ではだめだつたのだろうか。命を救つてもらつたのは、感謝し
ています。

当時としては、仕方がないと思 う。

薬剤 を使用する時に、副作用、危険度 を認識 してほ しい。

出産のとき、出血を止めるのに、最善を尽くしてもらえたのだと思 うので、仕方がないことだと思います。

44 l人の命の重さ」 1人の気持ち」等々考え、倫理観を持つてしほい。 自分の家族、大切な人 (親兄弟、子供等)
が、このような被害を受け、人生が大きく悲 しい方向へ転がつていくとしたら、自分はどう思 うかを (同じ医療従
事者として)、 倫理観 と共に深 く反省 し、これ以上被害者が出ないようにしてほしい。

44` 医師に対しては、病気を治 していただいたことについて、感謝 しています。

44〔 使用する以外、命が助からない状況だつたと思 うので、仕方がなかつたと思います。

44Z 今、病気にならπてTttT〒かく言つても、仕方がない。その時の医者の判断も、苦しかつたと思う (はがゆい時
もあるけれど 。・・)。 ただ、命を救つてくれ、現在この世にいる幸せはある。

44[ 私はあと何年生きることができるのでしょうか?あ と何年薬を飲むの ?病 院はいつまで行つたらいいの ?不 安な毎
日です。この気持ち、分かりますか ?

当時は、止血剤 としてそれを使用 しなければ、命が助けられなかったのだから、仕方がないと思 う。

生まれてすぐに出血してお り、止血剤 としてクリスマシンを投与されたので、未熟児だらたこともあり、今、自分
が生きているのは、その止血剤のおかげかなと思 うので、月干炎になつたことは、命 と引き替えだつたということで
受け入れています。

他の薬を使用できなかったのか。とても残念です。

州
　
一４５Ｃ

一

膵 雹 璽 軍

れ 患剤 ま医興
こ命を卿 す“ ので九

〔も、初めて説明を受ける際に、今後何かあつても関わりはないと言われたことを撤回
|してほしい。無理に書類に印、記入させられた。

451 止血のため、命を守るために使用 したので、医師に対しては特にない。医師も被害者であると思 う。

45

45〔

454

45〔

緊急を要した深夜の百粟百更 はぃえ、家族に連絡してから投与してほしかった。医療的には、当時の産科として精
一杯の事をしてくれた。

処方した医師にI=~全く問題はない。

別になし。私なりに調べた結果、当時はフィブリノゲン製剤を使用しなかった医師蔵可してr~
せていた事実があるから。

画爾吾丁[夏竃TT蛋硯両可T百 蔵じてぃません。生まれたばかりの私を生かして下さつて、ありがとうございま
すという気持ちのみです。

医師は使用する薬剤の効果を十分に確認 して、患者に使用 してもらいたい。

451 安全性を確認してから硬研両反薫画面瓦

薬に副作用下あると承知の上ならば、その後のケアについても責任を持ち、使用してほしい

45( 仕方がない と思います。
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こは出産時や出産後、よくしていただいた。 出産後の lヶ 月検診の結果が悪いのを、す ぐに

さり、紹介状をもらい、入院となった。

ょつとした異変にも声をあげてほしい。

い !!と いう気持ちはあるが、汚染された なかつたな ら、 しよ うがない気持ちもある。

つてもよかつのでは。母子手帳にも記載 し

に関わる病気 を助けていただいて、感謝 しています。その当時は、使用す ること
かつたと思います。

んとした説明の上で、理解を得てから使用 してほしい。

に使用 したので、仕方がないと思いますが、私自身も、カルテに記入されているのを見て実感 しまし

が多かつたため、やむをえなかつたと思います。使用後、強肝剤の点滴を続けてもらい、ありがたかつたで

からなかつたことかもしれませんが、慎重に治療 してほしかつた。使用 したことを、な
たのか。早く告自してほしかつた。

のないことだつたかもしれないが、 お こした原因の方が知 りたかつ

た命に対して感謝の気持ちも強いので、目をつぶつてきた。ふ りかえりたくない思いも強い。
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● 自由記述



ご意見、ご感想

さん完治されることを願いますが、私は、C型 肝炎で姉と弟の 2人 を亡くしました。今生きてし

けられたのではと思うと、とても残念です。アンケートを書きながら、姉と弟の闘病生活や最後の時が思い出
され、とても辛い思いでした。姉はよく 「私は金食い虫なの」と言っていましたが、経済的にも大変でした。これ

らも治療が続く方達が、少しでも軽減があることを願います。尚、私自身体調がすぐれないので、アンケートに
しても苦痛を伴いました。活動もできずに、申し訳なく思っています。書類が郵送されることに、何だろうと不

ってしまいます。早く良くなりたいと思っているのですが ・・・。

私は患者ではなく、闘病する患者を支える側の立場だったので、同じ立場の人に対しての思いが強いですが、患者
が重病化し、苦しみを訴え、自分の無力さに空しくなったりする時もあると思います。介護に疲れて、自身の生活
もままならなくなる時もあると思いますが、同じ立場の人や同じ介護を経験した人も沢山います。どのような形で
あれ、必ずトンネルの出回は見えてきます。その日まで、自分を見失うことなく頑張って下さい。

いことが判った。40年残っている場合がある。

この世に姿がなくなったら、どうしてあげることもできません。 1日 でも早く快復するよう、いろいろ不

るかもしれませんが、自身も努力され、生きる事に執着して下さい。家族が一番患者を大切に思っているのです.

医学は日進月歩です。絶対に諦めないことが大切です。

夫が生きている間に、もっと早く事実が明らかになっていたらと・・・複雑な思いでいっばいです。今も薬害で
しんでおられる方の救済を、一日も早くお願いします。・

の患者さんには、明るい光がさしつつあると思います。頑張って長生きしていれば、きっと良い

ると思います。

看病する立場から、患者の状況、看病経験の実体験を 1冊の本にまとめて発表すれば (本を作つて出版)、 多くの

人々に理解が得られて、役立つと考えており、私自身が原稿を書きたいと思っている。現在検討中である。闘病中
の人々の声も書き入れたいが、応募方法は弁護士の方にお願いしたい。東京弁護団として発行することを望む.

父は、22年前の心臓バイパス手術時の止血剤 (凝固因子)の 投与で、C型 肝炎に感染しました。手術直後にすぐに

分かりましたが、その後の闘病生活で、治療に保障がなかったので、十分な治療が受けられず、徐々に悪化し、7

年前無念の思いで他界してしまいました。その後、弁護団、原告団、有志の方々の力の結集で、保障を勝ち取りま
したが、まだ満足するものではありません。段階的に、今後も戦いは続きます。又、カルテ、資料が見つからず、

を受けられない方もいます。諦めず、弁護団に相談して下さい。道は見つかると思います。共に頑張りましょ

の状況等を把握して、適切なご支援をお願い

て毎日を送っているから、周りの人が気を使って、なるべく安心するようにしてあげて下さい。

妻はC型 、肝硬変、肝癌と長い問闘っていまた
51才で死亡しました。その間は大変な闘病生活でした。三度とこういう事がないようにしてほしいです。



● 各設間の 「その他」欄への自由記述



問1-5職 業一その他

問1-6同 居者―その他



問2-7感 染原因の薬剤投与を受けた理由―その他

1骨髄性白血病治療時の輸血

問2二7-1感 染原因の薬剤投与を受けた外科的手術

上行大動脈人工血管置換術

狭心症のバイパス手術

さ臓バイパス手術

十二帽腸潰瘍

さ臓弁膜症

心臓バイパス手術

大動脈弁閉鎖不全狭窄症、うう血性心不全、大動脈弁置換手術

心臓

右卵管角切除術

1 冠動脈バイパス手術

湮合弁膜症 (弁置換)

1 心臓ノヽイノヽス

l 解離性動脈瘤

1 冠動脈バイパス術

場の憩室炎

1 食堂腫瘍

1 バイパス手術

1 腹部大動脈層破裂

1 い臓

胆のう摘出術

心臓バイパス

心臓バイパス

心臓

僧帽弁人工弁置換術

さ臓

さ臓バイパス

さ屋lバイ′ヽス





問2-9肝 炎と診断された頃、身の回りの世話をしていた人三その他

問2-11肝 炎診断確定時の症状―その他

き気、全ての臭いが気になる

らんでいるので、常に撫でていた

っている)、 腹部の膨満感、コー ラ



間2-12受 けた治療二肝癌に対する治療

ラジオ波、カテーテル、

カテーテル治療

問2-12受 けた治療―その他



問3-1故 人の間病中に故人から相談をうけたこと一その他

問3-1-1相 談を受けた内容

1.病気 心臓の術後、肝炎になつた理由不明

1.病気 悪くなるばかりなので、自殺した方がいいと話していました

1.病気 会社に復帰できるか どうか、仕事ができるか どうか心配で した

1.病気 疲れやすい体質となったこと

1.病気 FF炎に対する病気の不安について

1.病気 薬を飲んだり、治療を受けているのに体調があまり良くならない。何故なんだろう。

1.病気 なかなか良くならないので、病院の先生が何か言つていなかったかと私に聞いてきました。本人
は何で治らないのかわからないので不安だったと思います。

1.病気 効果的な治療法や根治できるのかなどの悩みなど。感染経路が不明などのいらだちを訴えること
も多かった。

1.病気 元々の病気が治ったのに、肝炎になつてしまったことを悔やんでいた。

1 1.病気 いつも気持ちが不安になっていた

1.病気 iFT後、創部が感染し、通院するもなかなか完治しないことがかなり不安だった。

1 :.病気 進行状態を気にしていた。

1 |.病気 医師からの説明を知らせてくれ、治療方法とか今後たぶん辿るであろう将来を聞かされました。

l.病気 肝臓が悪くなった現員が思い当たらず困うていた。入院、通院の辛さ。

l.病気 常に前向きでしたが、肝がんが再発する度に気弱さが目立っていた。他人の前では常に明るい人
であった。

l l.病気 あとどのくらい生きられるか。

私だけが何故C型 肝炎にかかってしまったのか。

苦しくてもう死にたい、耐えられない.

1.病気 初期の頃は完治するものだと思い、それほど思い詰めてはいなかった。故人は前向きに治療し、
医師の説明にもノートを取り、肝炎に対して勉強していた。

1 1.病気 食事療法

1.病気 病気に関しては自分で家庭の医学書を読んできたみたいで、何回が言っていたことがあった。

1.病気 。肝癌への移行
。家族への感染

1.病気 血液での感染があるので、故人のカミソリなど使うなよ !

2.経済問な こと 長期入院で給料が減額になるかも。

2.経済的なこと 今の状態がいつまで続くことができるかと。

ｎ
Ｕ



2.経済的なこと 子どもが中学 。高校生だったので、進学問題で悩みました.

2.経済的なこと 今後の生活に対する不安

2.経済的なこと 入院や手術等が長引いたら大丈

2.経済的なこと 私もパー トに行つていましたので、心配ないと安心させていました。

2.経済的なこと 肝炎が重症化し、仕事も辞めざるを得なかったため、治療費、民間薬の購入費等の援助を頼まれ
ることが多くなった。

2.経済的なこと 晩年2年 は仕事に行けなくなったので、預金を使い果たした。

2.経済的なこと 入院、手術により多額の医療費が重なり、退院後はC型肝炎感染により費用がかかった。子ども
の結婚も重なり、出費が多かった。

2.経済田な こと 子どもの養育について心配していた。

2.経済的なこと 成長期の子どもにかかる教育費は重く本人にのしかかり、病気を抱え
同じである。

2.経済的なこと 何十回も入院するので、毎月の高額医療費を気にしていた。
兄弟、姉妹にも迷惑をかけたこと。

2.経済的なこと 入院中は給与が出なかったので経済的に苦しく、保健からの給付金でまかなっていた。 ~~~~

2.経済的なこと インターフェロン治療は予算の都合上無理。しかし、受けたい。

2.経済的なこと 医療費の負担、交通費。

2.経済的なこと 今まで二人で働いて家のローンなどを返していたのにごめんねと言っていた。これからは入院費
もいると言っていた。

2.経済的なこと 常勤仕事をやめ、不動産アルバイト【友人)の手伝いで生計を立てていた。

3.家族関係 子どもにうつるのではないかと、
.自

分でさわったどころ (ドアノプ)な ど消毒でふいて気をつけ
ていました。

3.家族関係 父 (故人)は近くに住んでいたが、介護などで負担をかげる夏 を気にしていた。

3.家族関係 眼の結婚も見届けないと残念がっていた。

3.家族関係 子どものことが心配。
孫の面倒がみられない。
お父さんばかりに苦労させること。

3.家族関係 相談ではなく、お茶を飲みながら姉、弟仲良くやってくれるのが一番うれしいと話していた。

4Z 3.家族関係 肝炎が子どもにうつらないか心配だった。孫が産まれる時、子どもにも孫にも検査をさせた。独
立した子どもに心配かけまいと努力していた。

3.家族関係 息子の結婚について

4〔 3.家族関係 経済的に苦しく離婚した。

41 生差別や偏見 回りが田んぼで、団地なので噂がすぐ広がるので話さないようにしていた。

1差 別や偏見 肝炎である原因がアルコールだと言う人がいて,お 酒が好きだったので誤解されたことがあっ
た。

).百児 ・家事 カロリー計算しても食事が進まないので、自分の好きなものを食べてしまう。

5.育児 ・家事 一切手伝うことができない。子どもを連れて外出が困難。



・栄養士からの指導もあり、食事の関係について。
。料理の作り方を妻から何回も教えられる。

ちょうど入退院を繰り返している時が娘の高校受験と重な り、お願いねと言つていた。

4～ 5年目位から、会社へは戻れないと思うようになり、生きる者
いた。姉の私が、 「病気を持っていても、良い人生を送るように」と言っても、本人の体の事は

よく分かっていたのか、諦めの人生 (日々)を 送っていた。

しで、職場での精神的苦悩があったようです。

料理の事は全く知らなかっ も妻から料理を教わり、

今は、独身の老体にむち打って、

ある。
妻から教わった料理を作って、生き延びている。感謝、



問3〒2故 人が肝炎に感染していることを知ったときのあなたの気持ち―その他

つていたが、
。フェプリノゲンという名称は昨年知った。

いショックを受け、病院勤務の友人からC型 肝炎の資料をもらい、勉強した。食事にも気を使った。

るように」と言って下さい
うちに、きっと良くなると信じていました。

そうでしたが、私も のかが全く分からなかった。肝炎と聞いて、自分自身も故
染するのでは?と の思いもあった。
心配でした。

治療法も治療薬も何も知識がなく、今後病気がどう進行していくのかが、

あることも知ら
と、今現在においても悔いが残っています。

S63年 4月 、 、フィプリノゲン 10本投与され、 lヶ 月
を求めて読んだら、非A型 、非B型 と書いてあり、それが始めでした.

問3-3故 人が闘病している時のあなたの気持ち―その他

ていたので、
と思っていました。

入退院を繰り返していたので、
で、気のゆるむ時がなかった。

く、常にどの位生

事も言っていました。亡くなる2週 間前お腹に水がたまり、その治療を始めようとする前に、突然吐血し、気を
失ったまま亡くなってしまいました。私も子供達も、病気と闘っているばかりのお父さん、病気が良くなったら
と、かすかな希望を持ちながら果たせなくて、とても残念としか言えません。病院からいただいた薬を、絶対安全
だと信じて飲んでいました。その薬が原因で、亡くなったとは信じられませんでした.

主人は入退院を繰り返した。会社に出勤しても、月に,T3度 は休んで病院。10年程は病気と闘って、家族に気を
使い、会社に気を使つて可哀相でした。もし、会社から 「退社したら」と肩たたきがあればどうしようと、心細い

常思感や食欲不振をよく訴え、病気について自分の置かれている状況など、よく聞かされていたが、私としては、
話を聞いてやるくらいしかできず、時には口論になったりすることもあったが、後で空しくなり、介護している自
分もどうして良いか分からず、悩んでいた。

にできることはしましたが、 さを取り除くこ つたと思います。それが、
に今も残っています。

多分知っていたであろう死期を、私だ
て、いつもありがとうと感謝の気持ちでしたが、私が自分の事、子供

ていた主人を見てい
て、いつもありがとうと感謝の気持ちでしたが、私が自分の事、子供の事など将来の事を考え、イライラして、つ
い病人であることを忘れて、幸くあたってした事もありました。20余年沢山の事を考えました。どのように書けば
いいのか、まとまりません。アンケー トを読んでいても、涙が止まりません。

に前向きであった本人が、子供の成長だ
い。助かる命を見過ごしたと思うと、悔しさと悲しみで、

つている姿を見て、
今もなお悔いが残っている。

なら救ってあ

人が少しでも り紙の手習いをして、咲八″ミノレじつス厨りひズリヽよつに、相満の百興折り泄の手習いをして、現代円な和紙押し絵をデザインから始
めて、作品の完成まで、故人独自作品で190点、古典折り紙は90点。展示会場に展示して好評を得る。来場者の要雷
があり、残った遺作品は20点のみ。一生懸命故人が、病気の事を忘れ作品を作る姿を見るにつけ、どうか妻の病気
が少しでも良くなってほしいと、 1人 手を合わせ涙をこらえていた。他界する2年程前までの生活であり、私も仕
事を辞して専門に看病した。

、その症状は少し 々心配してい



問3-4故 人の間病中から死亡に至るまでのあなたの行動―その他

きっきり。亡くなる3日 前からは、泊まりがけでした。

1人の生活は無理だと医師から言われ、姉の私と同居していた。私
た。入院費もかかったが、通院も特急とタクシー、又は、タクシー

営だつたので、 にも100%面 倒をみ
だったので、お金が大変

でした。私が働いていなかったら、どうだつたのかと思う。

毎日、地下鉄の定期券を買って病院へ、仕事が終わると行つていました。ちっともしんどいとは思わず、
のよに思っていました。80才の母の面倒もみなければならないし、子供達はまだ学校だったし、私もよく頑張った
なぁと、今になって自分に感心しました。

闘病中から亡くなるまで、何度も入退院を繰り返していたが、
で、正直、このような毎日がいつまで続くのかと不安だった.

私自身も仕事、家庭を持ち、1
故人は私以外に身寄 りがなく、

に通う状況でした。

、できるだけ多くの時間を付き添いに充てた。又、

々のラジオ波焼灼術や肝動脈塞栓術の繰り返しで、入退院をしていました。術後、病室へ帰つた姿を見て、何度
を流したか、数えきれません。でも、主人の事を思うと、頑張ろうと自分に言い開かせていました。最後の手術

になった2009年8月 、本人は知りませんでしたが、家族は告知されていて、でも普段と変わりなく接していたのが

とても幸かつた。退院の3日 前、ロピーから携帯電話で 「母ちゃんありがとう、一杯一杯ありがとうな」と言って

切れた。本人はもう死を覚悟していたのかも知れませんでした。私達は、普通以上に仲の良い夫婦だったと思いま

すし、子供達もそう言ってくれます。でも、もう主人はいません。こんなに悲しいことは、誰にも味わってもらい

たくありません。私の正直な気持ちです。

日々苦しそうな姿を見ていたので、呼ばれた時、すぐに行けるように、常に主人のそばにいることを心掛けていま

同居であったので、自分も一緒に入院、通院で、行動は一緒でした。

問3-5故 人の病気に関して感じたこと一その他

を大切にという考え方だつたので、介護を優先したつもりなので、弟の世話は十分で

病院には、私たちよりももっと辛そうな人達がたくさんいらっしやいます。しんどいのは自分だけじやない。その

うちにきっと良くなる。主人も私もそう信じていたので、あまり悲観的にはなりませんでした。

こついて、2人 で相談していた。これからのことが、いつも心配であつた。

い将来、必ず新薬が開発されると、2人 でよく話していました。度々の検査で、医者から

と、言われていたと聞いています。

、親族にまったく知 らされず、転院した病院で状態を知った。亡くなるまで lヶ 月余りだった。

感だけが今も残っている。

てくれた。子供 2人 も同様である。

のため、看病するのが大変だった。

であったため、故人も体調が悪いながら、他人を頼んで仕事をしていたが、それも難しくな り、仕事を辞め

ざるを得ない状況でした。

lヶ 月ほど会社の休みを取って、妻の看病に専念したし、親戚の人も交替で面倒を見てくれたし、病院の先生、

師さんも良くしてくれたので、大変良かったと思う。

14



間4-1-1故 人が亡くなられた後の変化

約22年間看病していて、家族の苦労は大変でした。特に、故人の母親は、死後精神的に落
る。

里偶者のケアが大変であった。

夫婦は、車の両輸のように支え合って生きていますので、何かにつけて充実感に欠け、空しさを感じることがあり
ます。現在は、一人暮らしにも慣れ、友も多く楽しんでいます。

肺の私がうつになり、現在も通院している。

一家の大黒柱を失い、収入面や家族を養う責任を感じ、不安となった。

1人 で子供の世話をしなければならなくなった。

気持ちの変化が一番大きい。
なった。

介護から解放された思いと、虚無感。実生活では、やっと自分の時間が持てるように

亡くなって半年ほど経った頃、急に泣けてきたり、将来のことが不安になって、夜眠れないことが多くなった。

故人の苦しみを見ている私は、何もする気にならず、取り残された気持ちと、何故という気持ちが今もある。

1 子供 との関係が疎還になった。

寂しさ、悲しみはもちろんのことですが、家族が何らかによって感染していないだろうかとの不安があり、検査し
たこともありました。

1 経済面で困った。

l 当分不眠が続きましたが、少しずつ眠れるI巧 百なってπヽます。子供達とも絆が、以前より増して強くなったよう
に思えます。廻りの人に迷惑をかけないようにと、以前にも増して健康に注意するようになったと思います。家事
以外は主人に頼ることが多かったので、その点苦労しています。

1 経済問問題と精神的な支えを失い、又、主人の両親を支えていくことになった。

1 当然のことですが、眠れない日々が続きました。

1 孤独感。家事仕事の大変さを痛感しました。

1 攻人と2人家族でしたので、私が1人になるのを心配した二男が家に帰り、私と生活するようになりました。  ~

突然の死でびっくりした。

攻人の配偶者が、介護の疲れ等で精神的に不安定になり、薬を多用したため、副作用によリー時体調を崩した。

親子がバラバラになってしまった。故人が存命中は、豊かとは言えないが、笑いの絶えない一家であった。今で
も、母親の死が自分を生んだせいだと思っている子供。何とか自分の肝臓移植で、母親を助けたいと思っていた子
供。しかし、当時の主治医は、そのことを尋ねた子供に、4,000万円かかると言った。子供は失意でいっぱいの日々
を過ごしたと思う。未だに母を思う子供が哀れであり、悲しみの傷は癒えることはありません。

妻を失って独身生活が身に付き、何事も即断即決、
が、病院での治療を併用して行っている。それに、
て 7回 忌の私の生活状況である。

行動に直ぐ移す。薬草の研究と古典文学の勉強を73才の老体
●●●●●●の専任講師もしている (●●●関係)。 妻を失っ

家族の中心であった主人が亡くなり、私や子供達の悲しみは、月日が経っても癒えることはない。和解成立し、給
付金もいただきましたが、これからの人生を考えると、不安で仕方がない。

失意。今もずっと尾を引いている。

1人暮らしになったため、 1人 息子が (離れている)ほ とんど毎晩電話して、土曜日はよく帰ってきてくれるよう
です。
眼が精神的に不安定になった。

51才という若さで亡くなったので、とても淋 しかった。いっときは、毎晩のように 1人 で泣いていました。





問6-1故 人に関することで経験したこと一その他

避けたのだと思った。

間6-1-1故 人に関することで経験した内容

|.医療現場で職員から差Ell的な順Eを とられた 他の患者と防疫処置をとられたと言つていた。

1.医療現場で職員から差別的な態度をとられた 医者が弟に一度も触れることがなかった。

1.医療現場で鷹員か ら麗別国な態度 をとら7Lた 薬害について提出書類の求めに応じてくれなかった。

2.普段の生活の場で差別的な態度をとられた 故人が肝炎に感染していると知っている人は、やはり二次感染
を気にしている人がいた。

2.普段の生活の場で差別的な態度をとられた 同もしないでだらけた生活をしている。

3.テレビやマスコミの報道で不快な思いをした 被害者意識が強いみたいな報道があつたとき。

〕.テレビやマスコミの報道で不快な思いをした 詳しい情報が得られなかった時。

〕.テ レビやマスコミの報道で不快な思いをした 情報が知りたいのと、病気がその後どうなるのかが心配でし
F・・_

1周 囲の肝炎に関する何気ない会話が不快だつた インターフェロンの投薬、誰でも簡単に行えるそぶり。金額が

高い。

1 5.故人が聞病中に周囲が支援 して くれた 子ども、兄弟等のお見舞いや手伝い

5.故人が聞病中に周囲が支援 して くれた 毎週末に兄姉達が見舞いに来て励ましてくれた。精神面でも助

けられました。

5.故人が闘病中に周囲が支援 して くれた 主人の兄が時々お見舞いに来て下さって、励ましてくださいま
した.

1 5.故人が闘病中に周囲が支援してくれた 配偶者や母と姉妹が面倒を見た。

l 5.故人が聞病中に周囲が支援 してくれた 男親の代理

5.故人が闘病中に周囲が支援 して くれた 医療費の立て替え払い、妹二人の看病応援、子ども二人の看病
応援。

1 5.故人が闘病中に周囲が支援してくれた 激励して もらった。

1 5.故人が聞病中に周囲が支援してくれた 入院 ・通院等に運転が無理な時、友人達に軍の送迎をしても

らった。

７
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問6-2肝 炎判明後に生じた問題―その他

問6-4-2故 人が肝炎に感染したことに対して、あなたがした行動―その他

をしていた。

日頃おつきあいしていた知人 ・友人など全ての人運に隠し事はせず、正しいことを話した。



問7-3医 師に対して

1 大字病屍、医FF団、学会でC型肝炎の思者の広がりに、早い段階で疑間を持つべきではなかったでしょうか。残念
です。
S61年 4月 に初投与されたが、その時点では、この製剤は自血病治療に画期的な処方であったと、後に担当医師か
ら聞いたので、医師に対しては別段悪く思っていない。

医師を責めていたわけでもなく、使用した薬の名前を開いているのに、カルテがない、何を使ったのか分からない
などと、責任逃れが残念です。病院に聞きにもいけず、電話でも薬の名前をなかな教えてくれず。 「もう死ななけ
ればならないのだから、どうしても聞いておきたい」という、せっばつまった言葉が、いつまでも耳から離れませ
ん。

薬害発生0%が 理想でも、薬も異物であり、副作用が出る可能性もありうると思います。しかし、使用前の検査な
どで、可否を判断するシステム及び副作用の説明も必要。臨床実験の重要性、リスク開示など、医師と患者のコ
ミュニケーションが大切である。

医師に対しては、その当時最大限の治療を実施していただき、感謝している.

手術に使用した時点で、
ません。

このような結果になるとは、分からなかったのでは?分 かっていたとしたら、絶対に許せ

医師には責任がない。

当時にはC型 肝炎の原因が薬だと分からなかったので、先生を責めるわけありません。

度用のリスクについて、説明してほしかづた:

医師に対しては、当時最善を尽くして治療していただいたので、感謝の気持ちだけです。病院に対しては、カルテ
の開示拒否などがあり、不信感が残った。

なんとも言えない気持ちです。信用できないという気持ちがあります。

] 医師も安全にものであるかどうか、研修した上で使ってほしかった。

1 問題があると判っていたら、絶対に使ってもらいたくなかった。

1 外科手術の困難は理解できるが、内外の研究等を怠ってほしくなかった。同時期、私は帝王切開でお産をしたがfT
肝炎にかかっていません。

1 手術前の説明では、 1週 間～10日入院と聞いていたので、本人も家族も深刻に受け止めていなかったが、フィプリ
ノゲンを使用しなければならない結果を作ってしまった (2回 の手術)事 に対し、憤 りを感じていたのではないか
と思う。

l あの時点では分からなかったので、仕方がないと思う。

b臓 のバイパス手術に関しては、とても良くして下さったので、先生には感謝しているくらいです。

1 やむを得ないと思 う。

攻人の場合は、手術に必要な薬剤だったと思っております。

どのような病気になっても、安心して受けられる病院でありますように。

よくしていただいたと思う。

出産時の出血が原因であるが、フィプリノゲンという薬害の根源の薬しかなかったのか ?そ の時の先生は命を救う
ための処置であり、やむを得ませんが、当時の先生を身内が探し当て、面会して当時の事を聞き、先生が 「ミドリ
はこの薬剤に対してゞもっと重篤性があると説明するべきであった。知っていれば、当時の対応も注意深くしただ
ろうに。何故、ミドリが言わなかったのか、不思議に思う」と言った。                .

患者に対して、製剤に関する事実の話をするべきである。家族に対しても同様である。

医師を責めるつもりはございません。

医師に対しては、特に何も思わないが、しかし、病気を治療のための手術で、命を亡くしてしまうことになった。
手術を受けなければ良かったと思った。



したからといって、安心、安全ではない。 く見て、製剤を使用してほしい。人の命を預か

る立場にある者として当然です.薬 害は、医者にも倫理的責任があると思う。

S63年 4月 頃、医者は というものを、ご存知なかったのでしょうか。

は使うことが多かつたのではないかと思う。医師に対しては、何も思っていない。

いとされる事が分かって、やっと医療機関から通知があった。その態度は、医療従事者として
ては、失格である。状況が違っていれば、通知していないのでは?

している。

をあげに来てもらいたい。

ｎ
ｕ



問7-3国 に対して

楽の隔床試験をきちんとして、ダメなものはすぐに排除してほしい。厳しい目を光らせてほしい。

C型 患者の救済をお願いします。
・薬害に対する研究所があるのでしょうか
。病院治療費
・働けない人の生活費
・介護施設の費用
命のある限り、保障してあげて下さい。

S61年 当時、この製剤によりC型 肝炎になる可能性があると判っていたら、それは罪です。

非加熟製剤が害を与えることが分かった時点で、
りません。薬の恐ろしさをつくづく感じている。
い。

すぐ
薬害で苦しむことのないよう、安心して治療できる国にしてほし

薬害発生0%が 理想でも、薬も異物であり、副作用が出る可能性もありうると思います。しかし、使用前の検査な
どで、可否を判断するシステム及び副作用の説明も必要。臨床実験の重要性.リ スク開示など、医師と患者のコ
ミュニケーションが大切である。

事ができなくなってしまった弟が、原因を知ったらどんな恐ろしい肝炎で苦しみ、インターフェロンもだめで、仕聖
言葉を発したのだろうと思う。悔しさでいっばいでしょぅ。

国民の安全管理の徹底

三度と薬害が起きないよう、厚労省が国民の立場で安全第一を目指してほしい。

すべての薬品を、安易に認

1 薬害患者を早期救済し、苦しんでいる人を助け…

1 製薬会社には、どんな事があっても、絶対に害になるなんて事があってはいけません。国はもっと強くなってほし
い 。

1 もっと早い時期に、使用を中止してほしかった。

1 病気を治す薬で、新たに

1 思者の気持ちになって、早い対応をしていただきたい:患 者とその家族は、苦しんでいるのですか「

危険な薬剤を作らないよう、そして、使用しないよう、許可しないように努めてほしい。

1 問題があると判っていたら、絶対に便ってもらいたくなかった。

感梁拡大の被害を防止できなかった国の責任を大きいと思います。生命、財産を守る事をおろそかにした。

1 国は 1人 1人 の民から成り立っていると思います。 1人 1人 の生命が国であると思う。生命を大切にしなければ、
コは滅びます。結果に対して必ず原因を追及し、正しい対処をしてほしい。

もっと早く対処してほしかった。
知ってて知らん顔するな。

どのような基準と安全性によって判断し、使用したのか説明を求めます。

認可基準を見直しすること。

しっかりとした検査をして、認可してほしかったと思います。
今もまだ苦しんでいる人が、

~一
日でも早く救われますように願っています。

原因の究明と対策を、もっとスピーディーに。

コは緩慢そのものである。非を認めず、争う姿勢を常に持っている。薬害 (C型肝炎に限らず)と いう重み、観念
が全くなかった。国そのものがあり方を変えない限り、薬害はなくならない。反省の意味が判らないのでは?

医療費全額、生活費保障 (本人と家族)全 額



ある程度認識していたのでは?こ れからは、二度とこのような事が起こらないことを祈 ります。

るために受けた手術で、十分な検査をされていない薬で苦しみ、亡くならなければならなかった肝
患者。そして、今もなお治療されている人々に、せめて医療費の免除をしてほしい。

その頃、アメリカでは使用禁止になっているとの情報が入つていたではないですか。疑わしき製剤を国が許可→被

害者続出→国の遅い対応。こういうことが、今まで何度も繰 り返されてきました。国 (厚労省)は 、儲け主義の製

薬会社との馴れ合いを止めて、国民に信頼されるよう、薬害を未然に防いでほしい。

ってほ しい。

っと早く薬害を公表して、対策をとってほしかった。そうすれば、死なずに済んだかもしれない。  、

薬害肝炎を全面的に支援してほしい。

っかりと薬行政を行い、良い薬は早期に承認し、問題が疑われる場合、即、使用
さ。

早く危険性を明らかにするべきだった.

こ来てもらいたい。



問フー3製 薬会社に対して

1 薬害患者を持った家族の苦しみは、攣済的にも精神的にも、一生背負って生きていかな
倒産しても、救済に全力を上げて下さい。

S61年 当時、この製剤

利益ばかり考えないで、情報をもっと敏感に、絶対に薬害の被害が起こらないよう願います。

薬害発生0%が 理想でも、薬も暴物F● り、副作用が出る可能性もありうると思います。しかし、使用前の検査な
どで、可否を判断するシステム及び副作用の説明も必要。臨床実験の重要性、リスク開示など、医師と患者のコ

´
ミュニケーションが大切である。    ・

利益を求めるだけではなく、もっとモラルを持って経営してもらいたい.命 を大切に考えること。

入節を第一に考えてほしい。

トリ益優先が、薬害肝炎被害者を増大した と言える。製薬会社の良心を、国が指導するべきだと思う。

製造は惧重にしてほしい.人 の命が第一です:

今後、このような薬で苦しむ事のないよう、十分に気をつけて薬を作ってほしい。

1 害のある薬を世に出すことはダメ。それ雨蒲扇顧董可

もっと早い時期に、使用を

1

l 患者の気持ちになって、早い対応をしてぃただきたい。患者とその家族は、苦しんでいるのですから。

1 責全な薬剤の研究と便用を考え、三度と薬害を起こすことのないようにしてほしい。

問題があると判っていたら:絶 対に使ってもらいたくなかった。

社会的に崇高な会社だと思っていましたが、患者や医療機関に責任を押し付ける、二枚舌の社会構造を直しては び
い b

1 生命を救うのも薬であるけれど、薬は毒にもなる事を考えてほしい。大黒柱を失った被害者を、自分の事として考
えてほしい。心ある仕事をして下さい。

1 許されないことだと思う。今後、絶対薬害が起きないようにしてほしい。

金もうけばかりで、安全を考えてはしい。   ~

現在、和解 していない患者への、一律保障を望顧

市の大切さを考えてほしかったです。長い闘病生活を送って亡くなった主人は、さぞ残念だったと思います.私 も
残念でたまりません。

二度とこのような悲しい事が起こらないように、安全な薬を作ってほしい。

社会的責任の自覚

大量殺人集団である。尊い人の命より、国と一緒になって金儲け。このような企業に対して、法的制裁をしない日
本の司法に幻滅を覚える。名前を変えて、またこんな会社が出るのであろう。失った大きなものを、どうしても返
してほしい。
医療費全額、生活費保障全額

まず製薬会社、長年の実験研究を重ねてほしい。

十分な責任を取ったとは思えない。

国民はモルモット (実験材料)で はない。被害者が出たので、保障したではないかとの安易な無責任な考えでは、
斜は守れない。儲け主義では困る。他国の情報も先手先手で取り入れて、安心、安全な薬、製剤を開発、提供して
ましい。



のために役立ってほしいと思います。薬害は、大量殺人とあまり変わらないのではないかと思つています。

を把握しながら、通切な対応を怠つた事は、今でも腹立たしいです。

に、副作用のある薬を安易に出してほしくなかった.

とそういう薬を作 らないでほしい。

て利益を得ている以上、問題が発生した場合、しっかりと責任をとるという姿勢、営業方針で
ば廃業せよ。

を明らかにするべきだつた。

力
■


